
 

 

平成３０年２月１日 

関西電力株式会社 

 

 

株式会社神戸製鋼所及び三菱マテリアル株式会社の子会社の 
不適切行為に関する大飯発電所３、４号機の調査結果について 

 
原子力施設に対する株式会社神戸製鋼所およびグループ会社ならびに三菱マテリ

アル株式会社の子会社の不適切行為に関して、当社の原子力発電所に対する影響調

査を自主的に進めてきました。 

 

この度、大飯発電所３、４号機の調査結果を添付のとおり取りまとめたので、報

告するものです。（概要は別紙参照） 

 

以 上 

 

添付資料１ 株式会社神戸製鋼所の不適切行為に対する大飯発電所３、４号機の調査結果

について 

添付資料２ 三菱マテリアル株式会社の子会社の不適切行為に関する大飯発電所３、４号

機の調査結果について 
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添付資料



株式会社神戸製鋼所及び三菱マテリアル株式会社の子会社の不適切問題に関する 

大飯発電所３、４号機の調査結果概要 

 

１． 経緯 

株式会社神戸製鋼所およびグループ会社（以下、神戸製鋼所等）、三菱マテリアル株式会社の

子会社（以下、三菱マテリアル）において、発注元との間で取り交わした製品仕様に適合してい

なかった一部の製品について、検査証明書のデータ書換え等を行い、仕様に適合するものとして

出荷していた事実が判明したため、当社へ納品された製品が、当社の品質要求（JIS規格）を満

足しているかを確認したものです。 

 

２． 関西電力による調査結果 

（１）神戸製鋼所等 

  当社は、平成２９年１０月８日の神戸製鋼所等の公表を受け、直ちに調査を開始し、以下の

設備を対象に調査を実施しました。 
 

   ○安全上重要な部位（原子炉冷却材バウンダリ、原子炉格納容器バウンダリ） 
    

○燃料集合体 
    
   ○新規制基準対応設備 
 

（調査結果） 

・ 検査記録、検査証明書および図面等から、製造メーカを特定し、不適切行為のあった製品

が使われていないことを確認 

・ 製造工場に当社自ら立入調査（平成２９年１０月～１２月）を行い、検査プロセスの確認

を実施。また、検査証明書の元データが現存している場合、検査証明書等との照合を実施

し、不適切行為が行われていないことを確認 

・ 発電所における点検実績や運用実績等により、機能に問題ないことを確認 
 
   いずれの設備についても問題のないことを確認しました。 

 

（２）三菱マテリアル 

  当社は、平成２９年１１月２３日の三菱マテリアルの公表を受け、直ちに調査を開始し、以

下の設備を対象に調査を実施しました。 
 

   ○安全上重要な部位（原子炉冷却材バウンダリ、原子炉格納容器バウンダリ） 
    
   ○その他部位 
     
   ○新規制基準対応設備 
 

（調査結果） 

・ 不適切行為のあった製品（シール材）を使用している機器を特定し、当社の品質要求

（JIS規格）を満足しているかについて確認 

・ 製造工場に当社自ら立入調査（平成２９年１２月～平成３０年１月）を行い、製造工場に

現存していた元データと発電所に納品された製品との照合を実施し、当社の品質要求を満

足していることを確認 
 
    いずれの設備についても問題のないことを確認しました。ただし、製造データが確認できな

かった一部の空気作動弁用電磁弁については、念のため速やかに取り替えることとしました。 

 

   以上のとおり、神戸製鋼所等および三菱マテリアルの不適切行為に関して、大飯発電所３、４

号機の安全性に影響を与えるものではないことを確認しました。 

以 上 

別 紙 
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株式会社神戸製鋼所の不適切行為に関する 
大飯発電所３、４号機に対する調査結果について 

 

１． はじめに 

原子力施設に対する株式会社神戸製鋼所及びそのグループ会社（以下、神戸製鋼所

等）製品の不適切行為については、当社の原子力発電所には使用されていないと神戸製

鋼所から発表されており、問題は認められていません。（別紙１参照） 

しかし、当社ではこの事象を受け、原子力発電所の安全性の観点から自主的に調査を

進めていました。  

この度、大飯発電所３、４号機の調査が完了しましたので、その結果を以下のとおり

報告します。 

 

２． 調査対象 

大飯発電所３、４号機の調査対象は、以下の（１）、（２）、（３）のとおりです。 

 

（１） 安全上重要な部位 

事故発生防止の観点から「原子炉冷却材圧力バウンダリ」および事故の影響緩和

の観点から「原子炉格納容器バウンダリ」を構成する部位を調査対象としていま

す。 

 

（２） 燃料集合体 

大飯発電所３、４号機に装荷予定の燃料集合体を調査対象としています。 

 

（３）新規制基準対応設備 

大飯発電所３、４号機の新規制基準対応に関わる設備は、国の使用前検査に先

立ち、当社が適合性確認検査において、実用発電用原子炉及びその附属施設の技

術基準への適合を確認しています。これらの設備に関して、工事計画書に記載し

ているもののうち、神戸製鋼所等の不適切行為により、適合性確認検査の成立性

に影響があるおそれがあることから、以下の材料を調査対象としています。 

・要目表に記載された材料 

・基本設計方針において設計条件としている材料 

・添付説明書（強度計算書、耐震計算書等）において設計条件としている材料 

また、関連する溶接材料も対象としました。 

 

安全上重要な部位や燃料集合体については、高浜３、４号機も調査を完了しておりま

す。また、その他新規制基準に適合した発電所の安全上重要な部位や燃料集合体につい

ては、神戸製鋼所が行う不適切行為に対する外部調査委員会の結果等も踏まえ、必要に

応じて適宜対応していきます。 

添付資料１ 
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３． 調査方法 

（１） 安全上重要な部位 

建設当時の記録から、材料の製造メーカを特定するため、溶接検査記録に添付され

ている材料検査記録から製造メーカを特定し、神戸製鋼所等の不適切行為のあった製

品は使われていないことを確認しました。 

 

（２） 燃料集合体 

燃料集合体に使用されている部材の製造メーカを特定し、神戸製鋼所等の不適切行

為のあった製品は使われていないことを確認しました。 

さらに、神戸製鋼所等の製品については、製造工場に当社自ら立入調査を行い、検

査プロセスの妥当性を確認しました。また、製造工場に検査証明書作成の元となるデ

ータが現存している場合には、検査証明書との照合も合わせて実施しました。 

 

（３） 新規制基準対応設備 

適合性確認検査で用いる検査証明書や図面等により製造メーカを特定し、神戸製鋼

所等の製造であるものと判断されたものについて不適切行為のあった製品が使われて

いないことを確認しました。 

対象の製品が確認された神戸製鋼所等であれば、その製造工場には当社自ら立入調

査を行い、材料検査の検査プロセスの妥当性を確認しました。 

また、製造工場に検査証明書作成の元となったデータが現存している場合には、検

査証明書との照合も合わせて実施しました。 

 

４．調査結果・状況および評価 

（１） 安全上重要な部位（別紙２参照） 

「原子炉冷却材バウンダリ」および「原子炉格納容器バウンダリ」を構成する主要

な部位について調査をした結果、神戸製鋼所等製の部位が認められました。 

これらのいずれの部位についても、検査記録より、不適切行為のあった製品でない

ことが確認できました。また、発電所建設時には、当社による品質調査や、設計・製

作・据付の各段階において検査（溶接検査や使用前検査による耐圧試験等）を行って

いることに加え、これまでの運転実績において特に異常は認められていません。 

したがって、当社としては、これらの部位に使用されている神戸製鋼所等の製品は

発電所の安全性に影響を与えるものではないと評価しています。 

 

（２） 燃料集合体（別紙３参照） 

燃料集合体に使用されている部材のうち、神戸製鋼所等で製造された部材を特定し

ました。 

これらの部材については、不適切行為のあった製品でないことを燃料メーカから直

接確認しています。 

さらに、株式会社ジルコプロダクツ（以下、ジルコプロダクツ）およびコベルコ鋼

管株式会社（以下、コベルコ鋼管）に当社自ら立入調査を行い、検査プロセスを確認
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しました。立入調査の結果、ジルコプロダクツおよびコベルコ鋼管の検査プロセス

は、各プロセスにおいて自動化が図られており、または、複数人により確認が実施さ

れており、検査データへの人的関与による改ざん等の問題となる点は確認されません

でした。（別紙３－１、３－２参照） 

そのため、ジルコプロダクツおよびコベルコ鋼管において製造された部材について

は検査プロセスは妥当であると判断しました。 

また、製造工場に検査証明書作成の元となったデータが現存している場合には、検

査証明書との照合を当社が実施し、不適切行為が行われていないことを確認しまし

た。（別紙３－３参照） 

したがって、当社としては、大飯発電所３、４号機に装荷予定の燃料集合体に使用

されている神戸製鋼所等の製品は発電所の安全性に影響を与えるものではないと評価

しています。 

 

（３）新規制基準対応設備 

①溶接材料（別紙４、５参照） 

当社で使用している溶接材料については、適合性確認検査で用いる検査証明書や図面

等により製造メーカが神戸製鋼所等であるかを特定しました。また、溶接材料の製造メ

ーカが不明なものについても、神戸製鋼所等と溶接材料が国内シェアの大半であること

から神戸製鋼所等である可能性が高いと考えています。 

一方、神戸製鋼所等の溶接材料は溶接事業部門（国内４工場）で製造されており、こ

れらの材料検査に関わる全ての工場に立ち入り調査を実施しました。 

その結果、神戸製鋼所等の溶接事業部門の全ての事業所（グループ会社を含む）の検

査プロセスは、各プロセスにおいて自動化が図られたり、複数人により確認が実施され

ており、検査データへの人的関与による改ざん等の問題となる点は確認されませんでし

た。そのため、国内４工場において生産された溶接材料は品質に問題がないと判断しま

した。 

また、神戸製鋼所等製であると特定された、大飯発電所３、４号機の溶接材料につい

ては、製造工場に検査証明書作成の元となったデータが現存している場合には、検査証

明書との照合を当社が実施し、不適切行為が行われていないことを確認しました。（別

紙４－１～４－５、５参照） 

更に、溶接事業部門に係る事業所（株式会社コベルコ科研 加古川事業所・神鉄事業所、

神鋼溶接サービス株式会社及び日本高周波鋼業株式会社）については、平成２９年１１

月２１日に公益財団法人 日本適合性認定協会（第三者機関）により今回のデータ改ざ

んには関与していないことが確認され公表されています。 

 

②溶接以外の材料（別紙６参照） 

溶接以外の材料については、適合性確認検査で用いる検査証明書や図面等により製造

メーカが神戸製鋼所等であるかを特定しました。 

その結果、一部の材料に不適切行為が行われた事業所（グループ会社を含む）の材

料が納品されていることが判明しましたが、これらの材料は不適切行為のあった製品

ではないことを確認しました。（別紙６－１、６－２参照） 
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一方、不適切行為が行われていない神戸製鋼所等製の材料については、製造工場に

おける、検査プロセスに問題がないことの確認及び、検査証明書と製造工場にある検

査証明書作成の元となったデータとの照合により不適切行為が行われていないことを

確認しました。 

 

ａ．コベルコマテリアル銅管（別紙７参照） 

以下の製品は、コベルコマテリアル銅管の材料を使用しており、一連の不適切

行為により、適合性確認検査の成立性に影響があるおそれがあることから、調査

を実施しました。 

・ケーブルトレイ用消火設備配管（検査証明書３件） 

・窒素ボンベ用マニホールド（検査証明書３件） 

 

（a）製造プロセス、検査プロセス（別紙８参照） 

      機械試験結果は、大部分が手入力であり、システムへの入力も試験者が直接入力

でき、入力値のダブルチェックもなされていない状況であった。成分分析は、検査

装置（湿式分析）から直接データが自動転送されるものの、検査証明書への入力に

至る過程では試験者が一人作業により変更入力が可能な状況であった。 

なお、製造中の確認として乾式分析（発光分光分析法）もなされており、乾式分

析結果は、データはシステムへ自動転送されるため人が介在することは無く保存さ

れている。 

 

（b）不適切行為の内容 

   聞き取りや書類により確認できた不適切行為は以下のとおり。 

①機械試験（引張強さ、伸び） 

・ 不適切行為のあった製品は全て顧客との取決めによる特殊規格仕様※１であり、

一般規格（以下、ＪＩＳ規格）仕様※２のものはありませんでした。なお、当社納

入品は全てＪＩＳ規格仕様を要求仕様としています。 

・ 平成２６年９月～平成２９年８月の３年間で製作したロットのうち約０．１％に

おいて、機械試験（引張強さ、伸び）の値が特殊規格外であったものを特殊規格

内へ書き換え出荷していました。 

・ 機械試験（引張強さ、伸び）の結果を規格票に手書きで書き込む過程で書き換え

を行っていました。 

・ 検査結果と製品規格との乖離が小さい場合には、製品の品質に問題がないとの判

断でデータの書き換えを実施したと考えられています。 

※１：納入先との取決めにより、ＪＩＳ規格の上限値及び下限値の範囲内において、それよりも狭い範囲

の規格が設定されたもの 

※２：ＪＩＳの規格そのものが設定されたもの 

 

②化学成分 

・ 不適切行為のあった製品は、特殊規格仕様、ＪＩＳ規格仕様いずれに対しても認

められました。 

・ 平成２６年９月～平成２９年８月の３年間で製作したチャージのうち約０．４％
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において、湿式分析の値が規格外であったものを規格内へ書き換えて出荷してい

ました。 

・ 湿式分析器から自動で取り込まれたデータを化学分析データシートに移し変え

る過程で書き換えを行っていました。 

・ 原因は、ＪＩＳ規格では本来湿式分析の結果を検査証明書に記載すべきところ、

一次判定で乾式分析（発光分光分析法）により化学成分が規格内であることを確

認できており、湿式分析は乾式分析と比較して作業手順が多くあり、分析値にば

らつきが出る傾向にあるため、ほぼ同等の精度を満たす乾式分析による検査結果

を参考に数値を書き換えていたものと考えられています。 

 

(c)当社納入品に対する評価 

上述のとおり、マテリアル銅管については不適切行為を行っている事実ならび

に検査プロセスの確認結果からプロセスに問題がないとは評価できませんでし

た。 

しかし、以下の理由から、当社納入品に対しては問題ないと判断しています。 

①機械的性質 

・当社納入品の検査証明書６件（ケーブルトレイ用消火設備配管３件、窒素ボン

ベ用マニホールド３件）のうち、検査証明書作成の元となったデータが現存し

ている１件（ケーブルトレイ用消火設備配管）の製品については、検査証明書

と元データを照合し、相違ないことを確認しています。（別紙８－１参照） 

・不適切行為は特殊規格仕様品のみに対し行われているが、当社納入品は全てＪ

ＩＳ規格仕様品です。 

・当社納入品については、同種品の過去３年間の製造実績を工場にて確認し、Ｊ

ＩＳ規格を十分満足する品質であることを確認している。加えて、統計的デー

タよりＪＩＳ規格上限、下限を外れることはなく、機械的性質について不適切

行為を行う必要がないことがデータ的にも裏づけできます。（別紙８－２参照） 

・ＪＩＳ認証機関は３年毎のＪＩＳ認証更新時に製品データ（各月平均値）を確

認するとともに、実試験への立会いによりデータの適切性を確認しています。 

当社は、過去にＪＩＳ認証機関が確認したデータのうち工場にて保存されてい

た過去１５年分のデータを全て確認し、当社納入品の製造年月を含めて安定し

た製造実績であることを確認しました。（別紙８－３参照） 

・当社は、当社納入品に不適切な行為のあった製品が含まれていないことを確認

しました。 

・なお、当社は本件が発生する前に、技術基準要求に応じた耐圧試験によって健

全性を確認しています。 

 

②化学分析 

湿式分析器及び乾式分析器より伝送されたデータが５年程度現存していたため、

調査対象の検査証明書６件（ケーブルトレイ用消火設備配管３件、窒素ボンベ用

マニホールド３件）の全製品について照合ができ、相違がないことを確認できま

した。 
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ｂ．神戸製鋼所 真岡製造所 

以下の製品は、神戸製鋼所の真岡製造所（以下、真岡製造所）の材料を使用し

ており、一連の不適切行為により、適合性確認検査の成立性に影響があるおそれ

があることから、調査を実施しました。 

・送水車吸水用分水器（検査証明書１件） 

 

(a)製造プロセス、検査プロセス（別紙１０参照） 

機械試験結果は、引張試験機から自動的にデータ（引張強さ、伸び等）が紙で

出力される。出力されたデータ（元データ）をもとに材料試験指令書に転記し、

更に材料試験指令書の数値をシステムへ手入力しているが、手入力時にはダブル

チェックが実施されています。 

システムに入力された機械試験結果は自動判定され、社内規格に合格したもの

は材験データサーバへ送られますが、社内規格で不合格となったものは、品質保

証室にて二次判定が行われることとなっています。 

成分分析は、検査装置（乾式分析：発光分光分析法）から化学成分データサー

バへデータが自動転送されるため、人が介在することは無く書き換えができない

システムとなっています。 

 

(b)不適切行為の内容 

聞き取りや書類により確認できた不適切行為は以下のとおりです。 

・不適切行為は薄板材の機械試験のみに行われており、真岡製造所の自主調査に

おいて化学成分に対する不適切行為は確認されていません。なお、当社納入品は

厚板材の製品である。（薄板材は厚板材に比べ試験項目に対する客先要求が厳し

い。） 

・本来、出荷基準は客先要求を合格判定としていましたが、真岡製造所では客先要

求よりさらに厳しい社内規格を設けており、その社内規格を満たさないと出荷

できないこととしていました。そのため、客先要求は満たしているが、社内規格

を満たさなかった場合には、正規の手続きを行わず出荷したと考えられます。 

 

(c)当社納入品に対する評価 

     神戸製鋼所による公表資料にもあるように、真岡製造所については不適切行為

を行っている事実から試験プロセス自体に全く問題がないとは評価できませんで

した。 

しかし、以下の理由から、当社納入品に対しては問題ないと判断できます。 

・当社納入品は全て厚板材であることを確認しました。 

・成分分析については、人が介在できないシステムとなっており、また検査証明

書と元データとの照合により相違がないことを当社が確認しました。 

・機械試験については、人の介在のない元データが残っており、また、検査証明書

と元データの照合により相違ないことを当社が確認しました。 

・なお、当社は本件が発生する前に、技術基準要求に応じた耐圧試験によって健

全性を確認しています。 
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以上のとおり、安全上重要な部位、燃料集合体、及び新規制基準対応設備については、不

適切行為のあった製品は使われておらず、原子力発電所の安全性に影響を与えるものではな

いと当社は判断しています。なお、大飯発電所３、４号機に納入実績のあるプラントメーカ

及び主要協力会社に対し、神戸製鋼所等の不適切行為のあった製品が、当社へ納入されてい

るかの聞き取りを行っており、当社へ不適切行為のあった製品の納入はないと確認していま

す。 

 

以 上 
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別
紙

1

不
正

 
⾏

 
 

 
  

 
確

認
  

 
神

⼾
製

鋼
所

（
関

連
会

社
含

 
）

製
品

は
、

現
在

供
⽤

中
 

原
⼦

⼒
施

設
 

 
 

 
使

⽤
  

 
 

 
 

 

不
正

対
象

製
品

会
社

名
（

公
表

日
）

部
材

主
な

⽤
途

お
客

様
数

（
社

）

［
A］

お
客

様
で

安
全

性
を

確
認

済

［
B］

お
客

様
で

当
面

の
問

題
は

な
い

と判
断

［
C］

当
社

で
安

全
確

度
が

高
い

と判
断

A 
C

の
合

計

ア
ル

ミ
・銅

（
株

）
神

⼾
製

鋼
所

ア
ル

ミ・
銅

事
業

部
門

（
20

17
年

10
⽉

8日
）

ア
ル

ミ板
缶

材
⾃

動
⾞

57
36

15
0

51

ア
ル

ミ
鋳

鍛
造

部
品

航
空

機
鉄

道
⾞

両
67

4
63

0
67

ア
ル

ミ
押

出
品

⾃
動

⾞
鉄

道
⾞

両
34

23
9

0
32

銅
板

半
導

体
端

⼦
38

15
16

0
31

（
株

）
コベ

ル
コ

マ
テ

リア
ル

銅
管

（
20

17
年

10
⽉

8日
、2

6
日

）
銅

管
空

調
23

17
6

0
23

神
鋼

メタ
ル

プ
ロダ

クツ
（

株
）

（
20

17
年

10
⽉

13
日

）
銅

合
⾦

管
モ

ー
ル

ド
電

機
製

鉄
機

械
17

6
16
5

4
7

17
6

国
内

⼦
会

社
1社

,
海

外
⼦

会
社

3社
※

1

（
20

17
年

10
⽉

13
日

）

銅
管

銅
板

条
ア

ル
ミ線

材
空

調
端

⼦
36

24
9

3
36

その
他

（
株

）
コベ

ル
コ科

研
（

20
17

年
10

⽉
11

日
）

ター
ゲ

ット
材

FP
D

光
デ

ィス
ク

70
70

0
0

70

（
株

）
神

⼾
製

鋼
所

鉄
鋼

事
業

部
門

鉄
粉

本
部

（
20

17
年

10
⽉

11
日

）
鉄

粉
焼

結
部

品
1

0
1

0
1

国
内

⼦
会

社
等

2社
海

外
⼦

会
社

等
2社

※
2

（
20

17
年

10
⽉

13
日

）
鋼

線
ス

テ
ンレ

ス
線

軸
受

ば
ね

22
22

0
0

22

神
鋼

鋼
板

加
工

（
株

）
（

20
17

年
10

⽉
20

日
）

厚
板

加
工

厚
板

加
工

品
1

1
0

0
1

合
計

52
5

37
7

12
3

10
51
0

神
⼾

製
鋼

所
 

 
 

 
 

 改
 

 
問

題
 

調
査

状
況

 神
⼾

製
鋼

所
 

 
 

 
 

 2
01

6年
9⽉

か
ら2

01
7年

8⽉
の

間
に

出
荷

した
製

品
の

⾃
主

点
検

・緊
急

監
査

に
よ

る
調

査
を

概
ね

終
了

  
不

適
合

製
品

 
納

⼊
  

会
社

に
連

絡
し、

安
全

性
確

認
を

進
め

て
い

る
。

・こ
れ

 
 

不
適

合
製

品
 

即
時

使
⽤

停
止

や
回

収
を

必
要

とす
る

よ
うな

安
全

上
問

題
とな

る
事

案
は

確
認

され
て

い
な

い
。

 原
⼦

⼒
事

業
者

 
対

  
不

適
合

製
品

納
⼊

の
連

絡
が

2件
あ

った
が

、い
ず

れ
も

未
使

⽤
品

で
あ

る
。

20
18

年
1⽉

19
日

(株
)神

⼾
製

鋼
所

公
表

資
料

よ
り

東
京

電
⼒

HD
福

島
第

⼆
発

電
所

：
倉

庫
で

保
管

中
の

熱
交

換
器

の
交

換
⽤

チ
ュー

ブ
(1

0/
13

公
表

)
日

本
原

燃
濃

縮
工

場
：

今
後

製
作

す
る

新
型

遠
心

機
に

使
⽤

予
定

部
品

(1
0/

26
公

表
)
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安
全

上
重

要
な

部
位

に
対

す
る

調
査

結
果

※
安

全
上

重
要

な
部

位
とし

て
、事

故
発

生
防

止
、事

故
影

響
緩

和
の

観
点

か
ら対

象
を

選
定

別
紙

2

主
要

設
備

使
⽤

有
無

（
○

：
有

、×
：

無
）

大
飯

3、
4号

機

原
⼦

炉
格

納
容

器
バ

ウン
ダリ

原
⼦

炉
格

納
容

器
○

鉄
筋

、テ
ン

ドン
（

定
着

部
含

む
）

、エ
ア

ロッ
クボ

ル
ト

貫
通

部
（

主
蒸

気
／

主
給

水
管

）
×

貫
通

部
（

上
記

以
外

）
○

エ
ル

ボ
、レ

ジ
ュー

サ
、テ

ィー
（

３
号

機
の

み
）

原
⼦

炉
冷

却
材

圧
⼒

バ
ウン

ダリ

原
⼦

炉
容

器
×

加
圧

器
×

蒸
気

発
生

器
×

１
次

冷
却

材
 

 
 

×

１
次

冷
却

材
管

○
ドレ

ン
ライ

ン
エ

ル
ボ

（
3号

機
の

み
）

高
圧

／
低

圧
／

蓄
圧

注
⼊

配
管

×

上
記

主
要

設
備

の
溶

接
部

○
溶

接
継

手
、肉

盛
溶

接

安
全

上
重

要
 

部
位

 
 

 
 

調
査

 
⾏

  
結

果
 下

表
 

  
 神

⼾
製

鋼
所

等
 

製
造

  
 

部
材

 
確

認
  

 
 

 
 不

適
切

⾏
為

 
 

  
製

品
 

使
⽤
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燃
料

集
合

体
 

 
神

⼾
製

鋼
所

等
 

対
 

 
調

査
結

果
別

紙
3

燃
料

集
合

体
 

 
 

 
調

査
 

⾏
  

結
果

 下
表

 
  

 神
⼾

製
鋼

所
等

 
製

造
  

 
部

材
 

確
認

  
 

 
 

 不
適

切
⾏

為
 

 
  

製
品

 
使

⽤
  

 
 

 
 

 

使
⽤

有
無

（
○

：
有

、×
：

無
）

大
飯

3、
4号

機

燃
料

被
覆

材
○

ジ
ル

コプ
ロダ

クツ
製

制
御

棒
案

内
シ

ン
ブ

ル
○

ジ
ル

コプ
ロダ

クツ
製

計
装

⽤
案

内
シ

ン
ブ

ル
○

ジ
ル

コプ
ロダ

クツ
製

ス
リー

ブ
等

の
ス

テ
ン

レ
ス

製
小

部
品

※
１

○
コベ

ル
コ鋼

管
製

上
部

・下
部

ノズ
ル

、支
持

格
⼦

等
、

上
記

以
外

の
部

材
×

計
装
用

案
内

シ
ン
ブ

ル

制
御
棒

案
内

シ
ン
ブ

ル

ス
リ
ー

ブ
（

支
持

格
子

等
の

接
合

に
使

用
）

燃
料
被

覆
材

12



【日
時

】
•

10
⽉

31
日

12
:0

0 
19

:3
0

•
11

⽉
17

日
8:

50
 

17
:0

0
•

11
⽉

29
日

9:
00

 
21

:5
0

•
11

⽉
30

日
8:

00
 

21
:5

0
•

12
⽉

1日
8:

00
 

19
:0

0

【場
所

】
•

ジ
ル

コプ
ロダ

クツ
⻑

府
北

事
業

所
•

コベ
ル

コ鋼
管

下
関

事
業

所
•

コベ
ル

コ科
研

関
門

事
業

所

【実
施

者
】

•
当

社
 

燃
料

 品
証

関
係

者
 

 
 

燃
料

  
 他

【実
施

内
容

】
•

製
品

検
査

プ
ロセ

ス
に

お
い

て
、検

査
デ

ー
タへ

の
人

的
関

与
 

状
況

  
 

 管
理

 判
定

 
独

⽴
性

  
  

  
承

認
 

体
制

等
に

つ
い

て
確

認

【確
認

結
果

】
•

分
析

デ
ー

タ及
び

試
験

・検
査

デ
ー

タは
⾃

動
転

送
ま

た
は

手
⼊

⼒
  

 手
⼊

⼒
 

 
 

 
 

複
数

人
 

確
認

•
結

果
は

シ
ス

テ
ム

で
⾃

動
判

定
•

検
査

証
明

書
 

 
⾃

動
転

送
 

 
 

手
⼊

⼒
  

 手
⼊

⼒
 

 
 

 
 

複
数

人
で

確
認

（
燃

料
集

合
体

）
 

 
  

  
  

 
品

質
確

認

【評
価

】 製
造

工
場

 
検

査
  

 
 

 
確

認
  

結
果

 分
析

 判
定

 証
明

書
発

⾏
 

 
 

 
⾃

動
化

  
 

 
  

⼀
部

 ⾃
動

化
  

 
な

い
プロ

セ
ス

に
お

い
て

も
、複

数
人

に
よる

確
認

が
実

施
され

て
い

る
。こ

の
た

め
、改

ざ
ん

等
の

問
題

とな
る

点
は

確
認

され
な

か
った

こ
とか

ら、
ジ

ル
コプ

ロダ
クツ

に
お

い
て

生
産

され
た

部
材

は
発

電
所

の
安

全
性

に
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
と判

断
す

る
。

＜
製

品
検

査
プ

ロ
セ

ス
＞

別
紙

3-
1

13



【日
時

】
•

10
⽉

31
日

7:
40

 
8:

50
、1

2:
00

 
19

:3
0

•
11

⽉
28

日
9:

00
 

18
:0

0
•

12
⽉

7日
14

:5
0 

17
:0

0
•

12
⽉

8日
9:

00
 

17
:3

0

【場
所

】
•

神
⼾

製
鋼

所
高

砂
製

作
所

•
コベ

ル
コ科

研
高

砂
事

業
所

•
コベ

ル
コ鋼

管
下

関
事

業
所

•
ジ

ル
コプ

ロダ
クツ

⻑
府

北
事

業
所

•
コベ

ル
コ科

研
関

門
事

業
所

【実
施

者
】

•
当

社
 

燃
料

 品
証

関
係

者
 

 
 

燃
料

  
 他

【実
施

内
容

】
•

製
品

検
査

プ
ロセ

ス
に

お
い

て
、検

査
デ

ー
タへ

の
人

的
関

与
 

状
況

  
 

 管
理

 判
定

 
独

⽴
性

  
  

  
承

認
 

体
制

等
に

つ
い

て
確

認

【確
認

結
果

】
•

分
析

デ
ー

タは
⾃

動
転

送
 

 
 

手
⼊

⼒
  

 手
⼊

⼒
 

つ
い

て
は

複
数

人
で

確
認

•
分

析
結

果
は

シ
ス

テ
ム

で
⾃

動
判

定
•

試
験

結
果

 
手

⼊
⼒

  
 複

数
人

 
確

認
•

検
査

証
明

書
 

承
認

後
 

発
⾏

（
燃

料
集

合
体

）
  

 
 鋼

管
（

 
 

  
 

鋼
管

（
原

⼦
⼒

品
）

）
の

品
質

確
認

【評
価

】 製
造

工
場

 
検

査
  

 
 

 
確

認
  

結
果

 分
析

 判
定

 証
明

書
発

⾏
 

 
 

 
⾃

動
化

  
 

 
  

⼀
部

 ⾃
動

化
  

 
な

い
プロ

セ
ス

に
お

い
て

も
、複

数
人

に
よる

確
認

が
実

施
され

て
い

る
。こ

の
た

め
、改

ざ
ん

等
の

問
題

とな
る

点
は

確
認

され
な

か
った

こ
とか

ら、
コベ

ル
コ鋼

管
に

お
い

て
生

産
され

た
部

材
は

発
電

所
の

安
全

性
に

影
響

を与
え

る
も

の
で

は
な

い
と判

断
す

る
。

＜
製

品
検

査
プ

ロ
セ

ス
＞

別
紙

3-
2

＊ ＊
神

⼾
製

鉄
所

 
 

 
 

 
 

高
砂

製
作

所
に

て
プ

ロセ
スを

確
認

。
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検
査

証
明

書
と製

造
工

場
の

元
デ

ー
タと

の
照

合
の

実
施

結
果 検
査

証
明

書

化
学

成
分

機
械

試
験

元
デ

ー
タ（

化
学

分
析

）

化
学

成
分

元
デ

ー
タ（

機
械

試
験

）

機
械

試
験

照
合

【検
査

証
明

書
と元

デ
ー

タと
の

照
合

】
製

造
  

  
神

⼾
製

鋼
所

等
 

 
 

  
 

確
認

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 製

造
工

場
 

元
 

 
 ※

１
が

現
存

して
い

る
場

合
は

、検
査

証
明

書
  

照
合

 
 

  
不

適
切

⾏
為

 
⾏

 
 

 
 

 
 

  
 

確
認

  
 

神
⼾

製
鋼

所
等

製
造

工
場

電
⼒

事
業

者
（

当
社

）

イメ
ー

ジ
図

照
合

の
実

施
結

果

互
い

の
数

値
が

合
致

して
い

るこ
とを

確
認

す
る

こと

検
査

証
明

書
※

２

総
枚

数

燃
料

被
覆

材
 

制
御

棒
案

内
シ

ンブ
ル

、
計

装
⽤

案
内

シ
ンブ

ル

約
15

0枚

ス
リー

ブ
等

の
ス

テ
ンレ

ス
製

小
部

品
約

30
枚

※
１

：
品

質
記

録
  

  
 

 
最

上
流

 
試

験
 

 
 

別
紙

3-
3

※
２

：
高

浜
３

、４
号

機
と重

複
あ

り

15



製
造

工
場

製
品

検
査

原
⼦

⼒
品

⼀
般

品

成
分

分
析

機
械

試
験

成
分

分
析

機
械

試
験

茨
木

工
場

【分
析

箇
所

】
神

鋼
溶

接
サ

ー
ビス

㈱

【確
認

結
果

】
⾃

動
分

析
デ

ー
タ

自
動

で
シ

ス
テ

ム
転

送
手

分
析

デ
ー

タ
 

 
 

 
⼊

⼒
 

複
数

⼈
 

確
認

分
析

結
果

自
動

判
定

検
査

証
明

書
へ

の
⼊

⼒
 

複
数

⼈
で

確
認

【試
験

箇
所

】
神

鋼
溶

接
サ

ー
ビ

ス
㈱

【確
認

結
果

】
試

験
結

果
自

動
で

シ
ス

テ
ム

に
転

送
検

査
証

明
書

へ
の

⼊
⼒

 
複

数
⼈

で
確

認

【分
析

箇
所

】
茨

木
工

場
【確

認
結

果
】

⾃
動

分
析

デ
ー

タ
自

動
で

シ
ス

テ
ム

転
送

手
分

析
デ

ー
タ

 
 

 
 

⼊
⼒

 
複

数
⼈

 
確

認
分

析
結

果
自

動
判

定
、自

動
で

検
査

証
明

書
に

反
映

【試
験

箇
所

】
神

鋼
溶

接
サ

ー
ビス

㈱

【確
認

結
果

】
試

験
結

果
自

動
で

シ
ス

テ
ム

に
転

送
自

動
で

検
査

証
明

書
に

反
映

  
発

⾏
藤

沢
工

場

【分
析

箇
所

】
日

本
高

周
波

鋼
業

㈱
【確

認
結

果
】

⾃
動

分
析

デ
ー

タ
自

動
で

シ
ス

テ
ム

転
送

手
分

析
デ

ー
タ

 
 

 
 

⼊
⼒

 
複

数
⼈

 
確

認
日

本
高

周
波

鋼
業

の
ミル

シ
ー

トの
成

分
値

複
数

⼈
で

確
認

し転
記

分
析

結
果

自
動

判
定

、自
動

で
検

査
証

明
書

に
反

映

福
知

山
工

場

【分
析

箇
所

】
日

本
高

周
波

鋼
業

㈱
、福

知
山

工
場

、
コベ

ル
コ科

研
神

鉄
事

業
所

、コ
ベ

ル
コ科

研
加

古
川

事
業

所
【確

認
結

果
】

⾃
動

分
析

デ
ー

タ
自

動
で

シ
ス

テ
ム

転
送

手
分

析
デ

ー
タ

 
 

 
 

⼊
⼒

 
複

数
⼈

 
確

認
他

事
業

所
の

ミル
シ

ー
トの

成
分

値
複

数
⼈

で
確

認
し

転
記

分
析

結
果

自
動

判
定

、自
動

で
検

査
証

明
書

に
反

映

⻄
条

工
場

－
（

該
当

な
し）

－
（

該
当

な
し）

【分
析

箇
所

】
神

鋼
溶

接
サ

ー
ビス

㈱
【確

認
結

果
】

⾃
動

分
析

デ
ー

タ
自

動
で

シ
ス

テ
ム

転
送

手
分

析
デ

ー
タ

 
 

 
 

⼊
⼒

 
複

数
⼈

 
確

認
分

析
結

果
自

動
判

定
、自

動
で

検
査

証
明

書
に

反
映

神
⼾

製
鋼

所
溶

接
材

料
 

製
品

検
査

調
査

結
果

別
紙

4-
1

【評
価

】
各

製
造

工
場

の
検

査
プ

ロ
セ

ス
確

認
の

結
果

、各
プ

ロ
セ

ス
に

お
い

て
自

動
化

が
図

ら
れ

、⼀
部

、自
動

化
して

い
な

い
プ

ロ
セ

ス
に

お
い

て
も

複
数

⼈
に

よ
る

分
析

結
果

の
確

認
が

実
施

さ
れ

て
お

り、
検

査
デ

ー
タ

へ
の

⼈
的

関
与

に
よ

る
改

ざ
ん

等
の

問
題

とな
る

点
は

確
認

さ
れ

な
か

った
こと

か
ら

、４
工

場
（

茨
木

、藤
沢

、福
知

山
 ⻄

条
）

 
 

 
 

⽣
産

 
 

 
溶

接
材

料
 

品
質

 
問

題
 

 
 

 判
断

 
 

 

別
紙

4

別
紙

4-
1

別
紙

4-
2

別
紙

4-
3

別
紙

4-
4

別
紙

4-
5

別
紙

4-
3

別
紙

4-
4

別
紙

4-
5

別
紙

4-
2
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【日
時

】
•

10
⽉

24
日

9:
00

 
17

:0
0（

茨
木

工
場

）
•

11
⽉

7日
10

:0
0 

17
:3

0（
福

知
山

工
場

）
•

11
⽉

16
日

9:
00

 
18

:0
0（

藤
沢

工
場

、
神

鋼
溶

接
ｻｰ

ﾋﾞ
ｽ）

【場
所

】
•

神
⼾

製
鋼

所
溶

接
事

業
部

門
茨

木
・福

知
山

・藤
沢

の
各

工
場

【実
施

者
】

•
当

社
の

保
修

・品
証

関
係

者
お

よ
び

メー
カー

他

【実
施

内
容

】
•

製
品

検
査

プ
ロセ

ス
に

お
い

て
、検

査
デ

ー
タへ

の
人

的
関

与
 

状
況

  
 

 管
理

 判
定

 
独

⽴
性

  
  

  
承

認
 

体
制

等
に

つ
い

て
確

認

【確
認

結
果

】
•

⾃
動

分
析

デ
ー

タ及
び

機
械

試
験

デ
ー

タ（
曲

げ
試

験
及

び
す

み
肉

試
験

デ
ー

タは
除

く）
は

シ
ス

テ
ム

に
⾃

動
転

送
•

手
分

析
は

、判
定

基
準

を
把

握
して

い
な

い
要

員
に

よ
って

実
施

され
、結

果
の

シ
ス

テ
ム

 
 

⼊
⼒

 
複

数
人

 
確

認
•

分
析

結
果

及
び

機
械

試
験

結
果

（
曲

げ
試

験
及

び
す

み
肉

試
験

デ
ー

タ除
く）

は
シ

ス
テ

ム
で

⾃
動

判
定

•
曲

げ
試

験
及

び
す

み
肉

試
験

は
、製

造
部

門
以

外
の

要
員

 
 

  
実

施
  

 結
果

 
⼊

⼒
 

複
数

人
 

確
認

•
曲

 
試

験
及

 
 

 
肉

試
験

 
 試

験
班

  
異

 
 

箇
所

の
複

数
人

に
よ

って
結

果
判

定
•

検
査

証
明

書
 

 
⼊

⼒
 

複
数

人
 

確
認

原
⼦

⼒
品

（
茨

木
・藤

沢
・福

知
山

工
場

）
の

品
質

確
認

【評
価

】 製
造

工
場

 
検

査
 

  
 

 
確

認
  

結
果

 分
析

 判
定

 証
明

書
発

⾏
 

 
 

 
⾃

動
化

  
 

 
  

⼀
部

 ⾃
動

化
  

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

も
、判

定
基

準
を

把
握

して
い

な
い

要
員

に
よ

り分
析

が
実

施
され

、複
数

人
に

よ
る

分
析

結
果

の
確

認
が

実
施

され
て

い
る

。こ
の

た
め

、改
ざ

ん
等

の
問

題
  

 
点

 
確

認
  

 
 

  
  

 
  

神
⼾

製
鋼

所
茨

木
 福

知
山

及
 

藤
沢

工
場

 
 

 
 

生
産

  
 

溶
接

材
料

（
原

⼦
⼒

品
）

 
品

質
 

問
題

が
な

い
と判

断
す

る
。

別
紙

4-
1

＜
製

品
検

査
プ

ロ
セ

ス
＞

17



【日
時

】
•

10
⽉

24
日

9:
00

 
17

:0
0（

茨
木

工
場

）
•

11
⽉

16
日

9:
00

 
18

:0
0（

神
鋼

溶
接

ｻｰ
ﾋﾞ

ｽ）

【場
所

】
•

神
⼾

製
鋼

所
溶

接
事

業
部

門
茨

木
・藤

沢
の

各
工

場

【実
施

者
】

•
当

社
の

保
修

・品
証

関
係

者
お

よ
び

メー
カー

他

【実
施

内
容

】
•

製
品

検
査

プ
ロセ

ス
に

お
い

て
、検

査
デ

ー
タへ

の
人

的
関

与
 

状
況

  
 

 管
理

 判
定

 
独

⽴
性

  
  

  
承

認
 

体
制

等
に

つ
い

て
確

認

【確
認

結
果

】
•

⾃
動

分
析

デ
ー

タ及
び

機
械

試
験

デ
ー

タは
シ

ス
テ

ム
に

⾃
動

転
送

•
手

分
析

は
、判

定
基

準
を

把
握

して
い

な
い

要
員

に
よ

って
実

施
され

、結
果

の
シ

ス
テ

ム
 

 
⼊

⼒
 

複
数

人
 

確
認

•
分

析
結

果
は

シ
ス

テ
ム

で
⾃

動
判

定
•

⾃
動

で
検

査
証

明
書

に
反

映
  

発
⾏

⼀
般

品
（

茨
木

工
場

）
の

品
質

確
認

【評
価

】 製
造

工
場

 
検

査
  

 
 

 
確

認
  

結
果

 分
析

 判
定

 検
査

証
明

書
発

⾏
 

 
 

 
⾃

動
化

  
 

 
  

⼀
部

 ⾃
動

化
して

い
な

い
プロ

セ
ス

に
お

い
て

も
、判

定
基

準
を

把
握

して
い

な
い

要
員

に
より

分
析

が
実

施
され

、複
数

人
に

よる
分

析
結

果
の

確
認

 
実

施
  

 
 

 
  

 
 

 
 改

 
 

等
 

問
題

  
 

点
 

確
認

  
 

 
  

  
 

  
神

⼾
製

鋼
所

茨
木

工
場

 
 

 
 

生
産

  
 

溶
接

材
料

（
⼀

般
品

）
 

品
質

 
問

題
 

 
 

 判
断

 
 

 

＜
製

品
検

査
プ

ロ
セ

ス
＞

別
紙

4-
2

18



【日
時

】
•

11
⽉

16
日

9:
00

 
18

:0
0（

藤
沢

工
場

、神
鋼

溶
接

ｻｰ
ﾋﾞ

ｽ）
•

11
⽉

17
日

13
:0

0 
19

:2
0（

日
本

高
周

波
鋼

業
）

【場
所

】
•

神
⼾

製
鋼

所
溶

接
事

業
部

門
藤

沢
工

場
•

日
本

高
周

波
鋼

業
富

山
製

造
所

【実
施

者
】

•
当

社
の

保
修

・品
証

関
係

者
お

よ
び

メー
カー

他

【実
施

内
容

】
•

製
品

検
査

プ
ロセ

ス
に

お
い

て
、検

査
デ

ー
タへ

の
人

的
関

与
 

状
況

  
 

 管
理

 判
定

 
独

⽴
性

  
  

  
承

認
 

体
制

等
に

つ
い

て
確

認

【確
認

結
果

】
＜

日
本

高
周

波
鋼

業
＞

•
⾃

動
分

析
デ

ー
タは

シ
ス

テ
ム

に
⾃

動
転

送
•

手
分

析
は

、結
果

の
シ

ス
テ

ム
 

 
⼊

⼒
 

複
数

人
 

確
認

•
検

査
証

明
書

 
 

⼊
⼒

 
複

数
人

 
確

認
＜

藤
沢

工
場

・神
鋼

溶
接

サ
ー

ビス
＞

•
日

本
高

周
波

鋼
業

 
 発

⾏
され

た
検

査
証

明
書

の
成

分
値

を
複

数
人

で
確

認
し転

記
•

機
械

試
験

デ
ー

タは
シ

ス
テ

ム
に

⾃
動

転
送

•
分

析
結

果
は

シ
ス

テ
ム

で
⾃

動
判

定
•

⾃
動

で
検

査
証

明
書

に
反

映
  

発
⾏

【評
価

】 製
造

工
場

 
検

査
  

 
 

 
確

認
  

結
果

 分
析

 判
定

 証
明

書
発

⾏
 

 
 

 
⾃

動
化

  
 

 
  

⼀
部

 ⾃
動

化
  

 
な

い
プ

ロセ
ス

に
お

い
て

も
複

数
人

に
よ

る
分

析
結

果
の

確
認

が
実

施
され

て
い

る
。こ

の
た

め
、改

ざ
ん

等
の

問
題

とな
る点

は
確

認
さ

 
 

 
  

  
 

  
神

⼾
製

鋼
所

藤
沢

工
場

 
 

 
 

生
産

  
 

溶
接

材
料

（
⼀

般
品

）
 

品
質

 
問

題
 

 
 

 判
断

 
 

 

⼀
般

品
（

藤
沢

工
場

）
の

品
質

確
認

＜
製

品
検

査
プ

ロ
セ

ス
＞

別
紙

4-
3

19



【日
時

】
•

11
⽉

7日
10

:0
0 

17
:3

0（
福

知
山

工
場

）
•

11
⽉

9日
8:

55
 

18
:3

0（
神

⼾
製

鉄
所

  
 

 
 科

研
神

鉄
事

業
所

）
•

11
⽉

16
日

9:
00

 
18

:0
0（

神
鋼

溶
接

ｻｰ
ﾋﾞ

ｽ）
•

11
⽉

17
日

13
:0

0 
19

:2
0（

日
本

高
周

波
鋼

業
）

•
11

⽉
20

日
13

:0
0 

18
:0

0（
加

古
川

製
作

所
、コ

ベ
ル

コ
科

研
加

古
川

事
業

所
）

【場
所

】
•

神
⼾

製
鋼

所
溶

接
事

業
部

門
福

知
山

・藤
沢

の
各

工
場

•
神

⼾
製

鋼
所

神
⼾

製
鉄

所
 加

古
川

製
作

所
•

日
本

高
周

波
鋼

業
富

山
製

造
所

【実
施

者
】

•
当

社
の

保
修

・品
証

関
係

者
お

よ
び

メー
カー

他

【実
施

内
容

】
•

製
品

検
査

プ
ロセ

ス
に

お
い

て
、検

査
デ

ー
タへ

の
人

的
関

与
の

状
況

  
 

 管
理

 判
定

 
独

⽴
性

  
  

  
承

認
 

体
制

等
 

つ
い

て
確

認

【確
認

結
果

】
＜

神
⼾

製
鉄

所
 ｺ

ﾍﾞ
ﾙｺ

科
研

神
鉄

 加
古

川
製

作
所

 ｺ
ﾍﾞ

ﾙｺ
科

研
加

古
川

、日
本

高
周

波
鋼

業
＞

•
⾃

動
分

析
デ

ー
タは

シ
ス

テ
ム

に
⾃

動
転

送
（

ｺﾍ
ﾞﾙ

ｺ加
古

川
は

全
て

⾃
動

転
送

（
⾃

動
分

析
）

）
•

手
分

析
は

、判
定

基
準

を
把

握
して

い
な

い
要

員
に

よ
って

実
施

、
ま

た
は

、結
果

の
シ

ス
テ

ム
 

 
⼊

⼒
 

複
数

人
 

確
認

•
⾃

動
で

検
査

証
明

書
に

反
映

され
発

⾏

【評
価

】 製
造

工
場

 
検

査
 

  
 

 
確

認
  

結
果

 分
析

 判
定

 証
明

書
発

⾏
 

 
 

 
⾃

動
化

  
 

 
  

⼀
部

 ⾃
動

化
  

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

複
数

人
 

 
 

分
析

結
果

 
確

認
 

実
施

  
 

 
 

  
 

 
 

 改
 

 
等

 
問

題
  

 
点

 
確

認
  

 
 

  
  

 
  

神
⼾

製
鋼

所
福

知
山

工
場

 
 

 
 

生
産

  
 

溶
接

材
料

（
⼀

般
品

）
 

品
質

 
問

題
 

 
 

 判
断

 
 

 

⼀
般

品
（

福
知

山
工

場
）

の
品

質
確

認
＜

製
品

検
査

プ
ロ

セ
ス

＞

＜
福

知
山

工
場

＞
•

他
事

業
所

 
 発

⾏
  

 
検

査
証

明
書

 
成

分
値

 複
数

人
 

確
認

 転
記

•
機

械
試

験
デ

ー
タは

シ
ス

テ
ム

に
⾃

動
転

送
•

分
析

結
果

は
シ

ス
テ

ム
で

⾃
動

判
定

•
⾃

動
 

検
査

証
明

書
 

反
映

  
発

⾏

別
紙

4-
4
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【日
時

】
•

11
⽉

13
日

13
:0

0 
19

:2
5（

⻄
条

工
場

）
•

11
⽉

16
日

9:
00

 
18

:0
0（

神
鋼

溶
接

ｻｰ
ﾋﾞ

ｽ）

【場
所

】
•

神
⼾

製
鋼

所
溶

接
事

業
部

門
⻄

条
工

場
•

神
⼾

製
鋼

所
溶

接
事

業
部

門
藤

沢
工

場

【実
施

者
】

•
当

社
の

保
修

・品
証

関
係

者
お

よ
び

メー
カー

他

【実
施

内
容

】
•

製
品

検
査

プ
ロセ

ス
に

お
い

て
、検

査
デ

ー
タへ

の
人

的
関

与
 

状
況

  
 

 管
理

 判
定

 
独

⽴
性

  
  

  
承

認
の

体
制

等
に

つ
い

て
確

認

【確
認

結
果

】
•

⾃
動

分
析

デ
ー

タ及
び

機
械

試
験

デ
ー

タは
シ

ス
テ

ム
に

⾃
動

転
送

•
手

分
析

は
、判

定
基

準
を

把
握

して
い

な
い

要
員

に
よ

っ
て

実
施

され
、結

果
の

シ
ス

テ
ム

 
 

⼊
⼒

 
複

数
人

 
確

認
•

分
析

結
果

は
シ

ス
テ

ム
で

⾃
動

判
定

•
⾃

動
 

検
査

証
明

書
 

反
映

  
発

⾏

【評
価

】 製
造

工
場

 
検

査
  

 
 

 
確

認
  

結
果

 分
析

 判
定

 証
明

書
発

⾏
 

 
 

 
⾃

動
化

  
 

 
  

⼀
部

 ⾃
動

化
  

 
な

い
プロ

セ
ス

に
お

い
て

も
、判

定
基

準
を把

握
して

い
な

い
要

員
に

より
分

析
が

実
施

され
、複

数
人

に
よる

分
析

結
果

の
確

認
が

実
施

  
 

 
 

  
 

 
 

 改
 

 
等

 
問

題
  

 
点

 
確

認
  

 
 

  
  

 
  

神
⼾

製
鋼

所
⻄

条
工

場
 

 
 

 
生

産
 

 
 

溶
接

材
料

（
⼀

般
品

）
 

品
質

 
問

題
 

 
 

 判
断

 
 

 

⼀
般

品
（

⻄
条

工
場

）
 

品
質

確
認

＜
製

品
検

査
プ

ロ
セ

ス
＞

別
紙

4-
5
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検
査

証
明

書
と製

造
工

場
の

元
デ

ー
タと

の
照

合
の

実
施

結
果 検
査

証
明

書

化
学

成
分

機
械

試
験

元
デ

ー
タ（

化
学

分
析

）

化
学

成
分

元
デ

ー
タ（

機
械

試
験

）

機
械

試
験

照
合

【検
査

証
明

書
と元

デ
ー

タと
の

照
合

】
製

造
  

  
神

⼾
製

鋼
所

等
 

 
 

  
 

確
認

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 製

造
工

場
 

元
 

 
 ※

１
が

現
存

して
い

る
場

合
は

、検
査

証
明

書
  

照
合

 
 

  
不

適
切

⾏
為

 
⾏

 
 

 
 

 
 

  
 

確
認

  
 別

紙
5

神
⼾

製
鋼

所
等

製
造

工
場

電
⼒

事
業

者
（

当
社

）

イメ
ー

ジ
図

照
合

の
実

施
結

果

互
い

の
数

値
が

合
致

して
い

る
こと

を
確

認
す

る
こと

検
査

証
明

書
※

２

大
飯

３
号

機
大

飯
４

号
機

溶
接

材
料

約
14

0枚
約

10
枚

溶
接

以
外

の
材

料
約

21
0枚

約
70

枚

※
１

：
品

質
記

録
  

  
 

 
最

上
流

 
試

験
 

 
 

※
２

：
大

飯
３

号
機

・４
号

機
双

方
で

同
⼀

の
検

査
証

明
書

が
確

認
対

象
とな

る
場

合
、大

飯
３

号
機

の
検

査
証

明
書

枚
数

とし
て

記
載

して
い

る
。
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新
規

制
基

準
対

応
とし

て
新

規
に

設
置

した
設

備
に

対
す

る
調

査
結

果
（

1/
2）

別
紙

6-
1

不
正

対
象

製
品

会
社

名
使

⽤
部

材
使

⽤
有

無
※

１

ア ル ミ ・ 銅

㈱
神

⼾
製

鋼
所

ア
ル

ミ・
銅

事
業

部
門

ア
ル

ミ板
有

※
２

ア
ル

ミ鋳
鍛

造
部

品
無

ア
ル

ミ押
出

品
無

銅
板

無

㈱
コベ

ル
コマ

テ
リア

ル
銅

管
銅

管
有

※
２

神
鋼

メタ
ル

プ
ロダ

クツ
㈱

銅
合

⾦
管

無

神
鋼

ア
ル

ミ線
材

㈱
Ko

be
lc

o
& 

M
at

er
ia

ls 
Co

pp
er

 T
ub

e（
M

al
ay

sia
）

Sd
n.

 B
hd

.
Ko

be
lc

o
& 

M
at

er
ia

ls 
Co

pp
er

 T
ub

e（
Th

ai
la

nd
）

Co
., 

Lt
d

蘇
州

神
鋼

電
⼦

材
料

有
限

公
司

銅
管

、銅
板

条
ア

ル
ミ線

材
無

そ の 他

㈱
コベ

ル
コ科

研
ター

ゲ
ット

材
無

㈱
神

⼾
製

鋼
所

鉄
鋼

事
業

部
門

鉄
粉

本
部

鉄
粉

無

日
本

高
周

波
鋼

業
㈱

鋼
線

、ス
テ

ンレ
ス

線

有
※

２

神
鋼

鋼
線

ス
テ

ンレ
ス

㈱
江

陰
法

爾
勝

杉
田

弾
簧

製
線

有
限

公
司

神
鋼

新
 

弾
簧

鋼
線

（
佛

山
）

有
限

公
司

無

神
鋼

鋼
板

加
工

㈱
厚

板
加

工
無

機
械

事
業

部
門

他
（

10
/2

6プ
レ

ス
本

文
の

４
件

含
む

）
コー

テ
ィン

グ
他

無

※
１

：
新

規
制

基
準

対
応

  
 

新
規

 
設

置
  

設
備

 
  

 要
目

表
 基

本
設

計
方

針
 添

付
資

料
（

強
度

計
算

書
 耐

震
計

算
書

等
）

に
記

載
 

強
度

部
材

 
材

料
検

査
対

象
 

※
２

：
神

⼾
製

鋼
所

等
が

公
表

  
不

適
合

製
品

 
 

 
 

 

1.
不

適
切

⾏
為

 
公

表
  

 
神

⼾
製

鋼
所

等
製

部
材

の
使

⽤
状

況
【送

水
⾞

（
分

水
器

）
】

分
水

器

【窒
素

ボ
ンベ

⽤
マニ

ホ
ー

ル
ド】

ガ
ス

供
給

配
管

（
銅

管
）

【ケ
ー

ブ
ル

トレ
イ⽤

消
火

設
備

】

ガ
ス

供
給

配
管

（
銅

管
）ケ

ー
ブ

ル
トレ

イ

消
火

ユ
ニ

ット

・窒
素

ボ
ンベ

⽤
マ

ニホ
ー

ル
ド

・ケ
ー

ブ
ル

トレ
イ⽤

消
火

設
備

の
主

配
管

・溶
接

材
料

・送
水

⾞
⽤

ホ
ー

ス
の

分
水

器
：

ア
ル

ジ
ェイ

ド

新
規

制
基

準
対

応
  

 
新

規
 

設
置

  
設

備
 

 
 

 
調

査
 

⾏
  

結
果

 下
表

 
  

 神
⼾

製
鋼

所
等

 
製

造
  

 
部

材
 

確
認

  
 

 
 

 不
適

切
⾏

為
 

 
  

製
品

 
使

⽤
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新
規

制
基

準
対

応
とし

て
新

規
に

設
置

した
設

備
に

対
す

る
調

査
結

果
（

2/
2）

別
紙

6-
2

確
認

先
プ

ロ
セ

ス
確

認
(大

飯
3,

4号
機

)
材

料
検

査
記

録
確

認
大

飯
3号

機
大

飯
４

号
機

溶 接
神

⼾
製

鋼
所

溶
接

事
業

部
門

神
⼾

製
鋼

所
茨

木
工

場
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

神
⼾

製
鋼

所
福

知
山

工
場

実
施

済
み

実
施

済
み

実
施

済
み

神
⼾

製
鋼

所
藤

沢
工

場
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

神
鋼

溶
接

サ
ー

ビス
（

SW
S）

実
施

済
み

実
施

済
み

実
施

済
み

神
⼾

製
鋼

所
⻄

条
工

場
実

施
済

み
－

※
２

－
※

２

日
本

高
周

波
鋼

業
日

本
高

周
波

鋼
業

富
山

製
造

所
（

※
１

）
実

施
済

み
－

※
２

－
※

２

鉄 鋼

神
⼾

製
鋼

所
（

鋼
材

）
（

⼀
般

品
含

む
）

（
線

材
・棒

鋼
、厚

板
、薄

板
）

神
⼾

製
鋼

所
神

⼾
製

鉄
所

実
施

済
み

実
施

済
み

実
施

済
み

コベ
ル

コ科
研

神
鉄

事
業

所
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

神
⼾

製
鋼

所
加

古
川

製
鉄

所
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

コベ
ル

コ科
研

加
古

川
事

業
所

実
施

済
み

実
施

済
み

実
施

済
み

コベ
ル

コ鋼
管

ベ
ンカ

ン（
コベ

ル
コ鋼

管
）

ベ
ンカ

ン（
神

⼾
製

鋼
所

）

コベ
ル

コ鋼
管

下
関

事
業

所
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

神
⼾

製
鋼

所
高

砂
製

作
所

実
施

済
み

実
施

済
み

実
施

済
み

コベ
ル

コ科
研

高
砂

事
業

所
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

ア ル ミ
銅 ・

コベ
ル

コマ
テ

リア
ル

銅
管

コベ
ル

コマ
テ

リア
ル

銅
管

秦
野

工
場

（
※

1）
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

神
⼾

製
鋼

所
（

ア
ル

ミ材
）

神
⼾

製
鋼

所
真

岡
製

造
所

（
※

1）
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

燃 料 集 合 体

ジ
ル

コプ
ロダ

クツ
（

ジ
ル

カロ
イ管

材
）

コベ
ル

コ鋼
管

（
ス

テ
ンレ

ス
材

）

ジ
ル

コプ
ロダ

クツ
⻑

府
北

事
業

所
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

コベ
ル

コ鋼
管

下
関

事
業

所
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

神
⼾

製
鋼

所
高

砂
製

作
所

実
施

済
み

実
施

済
み

実
施

済
み

コベ
ル

コ科
研

高
砂

事
業

所
実

施
済

み
実

施
済

み
実

施
済

み

（
※

1）
：

下
線

の
確

認
先

 
 

 
 

 
 ㈱

神
⼾

製
鋼

所
 

 不
適

切
⾏

為
 

 
  

  
 

公
表

  
会

社
（

 
 

 日
本

高
周

波
鋼

業
 

溶
接

材
料

 
 

不
適

切
⾏

為
 

 ）
（

※
2）

：
対

象
  

 
材

料
検

査
記

録
な

し

2.
神

⼾
製

鋼
所

等
へ

の
調

査
結

果
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コベ
ル

コマ
テ

リア
ル

銅
管

製
品

の
使

用
状

況

分
水

器

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ

イ

使
⽤

⽤
途

ケ
ー

ブル
トレ

イ内
の

ケ
ー

ブル
火

災
防

護
とし

て
、代

替
ハ

ロン
ボ

ンベ
か

ら代
替

ハ
ロン

ガ
ス

を
ケ

ー
ブ

ル
トレ

イ内
へ

導
く銅

管
とし

て
使

⽤
。

仕
様

材
料

：
銅

管
（

規
格

JI
S

H3
30

0）
寸

法
：

10
m

m
×

1m
m

据
付

距
離

：
約

1,
20

0m
(主
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三菱マテリアル株式会社の子会社の不適切行為に関する 

大飯発電所３、４号機の調査結果について 

 

 

１．はじめに 

三菱マテリアル株式会社の子会社である三菱電線工業株式会社（以下、三菱電

線）および三菱伸銅株式会社（以下、三菱伸銅）から、過去に製造販売した製品の

一部に、検査記録データの書き換え等の不適切行為があった旨の公表を受け、不適

切行為のあった製品の大飯発電所３、４号機への納入状況、使用機器および影響に

ついて確認を行いました。 

 

２．不適切行為に関する公表情報 

不適切行為のあった製品は、三菱電線では箕島製作所におけるシール材※１製品、

三菱伸銅では若松製作所における条※２製品に限定されており、詳細は以下のとおり

です。 

※１：ゴムを素材とした油・水・空気などの漏れ止め用の部品。一般にはパッキンやガスケットと呼ば

れているもので、消耗品として多用されているもの。 

※２：銅および銅合金で成型された条製品(肉厚があり長方形断面でコイル状で供給される圧延製品)

で、主に車載部品向けに使われているもの。 

（１）三菱電線の不適切行為は、箕島製作所の検査部門において、主にシール材の寸

法および材料物性の測定値を、顧客側要求の規格または社内仕様範囲内に書き

換えていたもので、過去2.5年間（平成２７年４月１日～平成２９年９月３０

日）に出荷されたものに不適切行為のあった製品が含まれていたものです。 

＜参考：12月19日公表情報＞ 

新たに電子機器の部品として用いられている平角マグネットワイヤにおいて皮膜厚さ等の寸法

に関するデータを書き換えていた事実および検査未実施で出荷したシール材がある旨が追加公

表されましたが、平角マグネットワイヤは、原子力関係の会社には納入されておらず、また、

シール材は顧客要求の特殊規格の製品に関するものであり、原子力向けの製品ではありませ

ん。 

 

（２）三菱伸銅の不適切行為は、若松製作所にて製作される車載端子で使用される黄

銅条の硬さおよび引張強度の測定値の書き換え、また一部の銅条製品で導電

率、表面粗さの測定値を書き換えた等で、顧客側の特殊規格範囲内としていた

ものであり、過去１年間（平成２８年１０月１８日～平成２９年１０月１７

日） に出荷されたものに不適切行為のあった製品が含まれていたものです。 

 

 

 

添付資料 ２
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３．不適切行為のあった製品等の把握結果 

（１）プラントメーカと共に三菱電線の工場（箕島製作所）への立入り調査および聞

き取りを実施しました。確認した結果は以下のとおりです。なお、箕島製作所

の調査は１５年間遡って記録の確認調査を実施しました。 

①箕島製作所において、ＪＩＳ規格相当品および個別仕様品において元データ

との照合等を行った結果、一部の製品において不適切行為を確認しました。 

（別紙１参照） 

②不適切行為が行われたのは箕島製作所だけであることを確認するため、箕島

製作所以外の製作所から、各社の品質点検により問題ないことの報告を受け

たことより、不適切な製品はないと評価しました。     （別紙２参照） 

 

（２）プラントメーカと共に三菱伸銅の工場（三宝製作所）への立入り調査および聞

き取りを実施しました。確認した結果は以下のとおりです。 

①三菱伸銅には若松製作所と三宝製作所があり、若松製作所のみで不適切な行

為が行われていました。若松製作所の条製品はＪＩＳ規格品および相当品で

はなく、調達先と取り交わした特定仕様品であり、市場にもＪＩＳ規格相当

品として出回るものではないこと、また、不適切行為のあった製品の９割が

車載部品(端子)向け黄銅条であるとの報告を受けました。 

②三菱伸銅より不適合品が納められた２９社は守秘義務があることから公表さ

れていませんが、そのうち当社の取引会社である１社から、原子力適用製品

に不適切行為のあった製品がないことの報告を受けました。 

③ＪＩＳ認定された三宝製作所（条、板、棒、線）において、原子力品の品質

管理活動状況を確認し、品質管理状況の逸脱および不適切行為は確認されま

せんでした。 

 

以上のことより、三菱電線製の不適切行為のあった製品は、箕島製作所の製品の

みであり、三菱伸銅製の不適切行為のあった製品は、当社原子力発電所に納入され

ていないと評価しました。 

 

４．三菱電線（箕島製作所）製に関する使用状況調査の結果と評価 

（１）安全上重要な部位への使用状況（別紙３、４参照） 

事故防止の観点から「原子炉冷却材圧力バウンダリ」および事故の影響緩和

の観点から「原子炉格納容器バウンダリ」を構成する部位を対象として不適切

行為のあった製品が使用されているか調査を行いました。 

 その結果、原子炉格納容器バウンダリを構成する電気ペネトレーションにお

いてＥＰゴム７０（EPDM-70）が使用されていることが確認されました。この製

品は、一部で三菱電線基準（ＭＩＬ規格に基づき設定）を逸脱した「引張応力

（100％伸びの時）」データの書き換えが行われていた製品である可能性があり

ます。しかし、当該製品に対する品質要求は「ＪＩＳ規格を満足すること」で

あり、全ての製品でＪＩＳ規格の要求値は満足していたことから、機器機能に
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影響しないことを確認しました。 

また、当該機器は重大事故等時を考慮した運転条件で検証試験を実施してお

り、十分裕度を有した設計としています。 

さらに、当該機器は、原子炉格納容器漏えい率検査において、定期的に健全性

を確認しています。 

したがって、大飯発電所３、４号機の安全性に問題はないと評価しました。 

 

（２）その他部位への使用状況（別紙５～８参照） 

その他既設の機器において、三菱電線製の不適切行為のあった可能性のある

製品が指定納品されていたのは以下のとおりです。 

＜ポンプ本体シール＞ 

フッ素ゴム９０（FKM-90）が使用されている機器として、充てんポンプおよ

び高圧注入ポンプのポンプ本体に使用されているＯリングがあります。この製

品は、一部で三菱電線基準（ＭＩＬ規格に基づき設定）を逸脱した「伸び」と

「引張強さ」データの書き換えが行われていた可能性があります。 

しかし、当該製品に対する品質要求は「ＪＩＳ規格を満足すること」であり、

全てＪＩＳ規格の要求値は満足している製品であることから、機器機能に問題は

ないと評価しました。 

また、当該機器は重大事故等時を考慮した運転条件で検証試験を実施してお

り、十分な裕度を有した設計としています。 

 

＜ポンプメカニカルシール＞ 

フッ素ゴム７０（FKM-70）が使用されている機器として、高圧注入ポンプ、充

てんポンプ、余熱除去ポンプおよび格納容器スプレイポンプのメカニカルシール

に使用されているＯリングがあります。この製品は一部でＪＩＳ規格の「硬

さ」、「引張強さ」、「伸び」についてデータの書き換えが行われていた可能性

があります。 

三菱電線が保有している元データと発電所に納品された製品との照合を実施し

た結果、ＪＩＳ規格の要求は満足していることを確認しました。 

また、当該機器は重大事故等時を考慮した運転条件で検証試験を実施してお

り、十分な裕度を有した設計としています。 

  

＜空気作動弁用電磁弁＞ 

フッ素ゴム（FKM-70およびFKM-90）が使用されているその他機器として、空気

作動弁に空気を供給・遮断するための電磁弁があります。 

フッ素ゴム９０（FKM-90）は、一部で三菱電線基準（ＭＩＬ規格に基づき設

定）を逸脱した「伸び」と「引張強さ」データの書き換えが行われていた可能性

がありますが、当該製品に対する品質要求は「ＪＩＳ規格を満足すること」であ

り、全てＪＩＳ規格の要求値は満足しています。 

一方、フッ素ゴム７０（FKM-70）は、一部でＪＩＳ規格の「硬さ」、「引張強
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さ」、「伸び」についてデータの書き換えが行われていた可能性があります。 

しかし、電磁弁については、以下の内容を踏まえ、機器機能に問題はないと評

価しました。 

・当該機器は、使用圧力の1.5倍で耐圧試験を実施し、漏えいの無いことを確

認している。 

・万が一、作動用空気の漏えいが発生したとしても、本体の空気作動弁は安全

側に動作するように設計している（フェールセーフ設計）。 

・格納容器内に設置している弁で事故時に開閉機能が要求される加圧器逃がし

弁の駆動用電磁弁※３について、元データと発電所に納品された製品との照

合によりＪＩＳ規格の要求を満足していることを確認している。 

・電磁弁は定期的に点検および取替えを実施しており、健全性を確認してい

る。 

※３：以下に示す優先度Ｓの電磁弁 

 

なお、適合性確認検査を実施中である大飯発電所３、４号機について、フッ素

ゴム７０（FKM-70）の電磁弁のうち、以下に定義する、優先度Ｓに該当する電磁

弁（以下、優先度Ｓ）および優先度Ａに該当する電磁弁（以下、優先度Ａ）、ま

た、当社が取替用として予備で保有している電磁弁（以下、貯蔵品）について、

「ＪＩＳ規格を満足すること」について確認を行いました。 

ａ．優先度Ｓ 

事故時および事故後に開閉操作、又は自動開閉作動の要求がある電磁弁。 

大飯発電所３、４号機では４台が対象。 

ｂ．優先度Ａ 

原子力発電所の安全性を確保するために必要な電磁弁※４（優先度Ｓを除く）。 

大飯発電所３、４号機では約５３０台が対象。 

※４：発電用軽水型原子炉施設の安全機能の重要度分類に関する審査指針における「クラス１、

２設備」および「クラス３とその他設備のうち、その故障がプラント稼動に殆ど影響を及

ぼさない設備を除く」としています。 

ｃ．貯蔵品 

取替用として予備で保有している電磁弁。約２３０台が対象。 

 

確認の結果、優先度Ｓの４台、優先度Ａの約５３０台のうち、元データが現存、

確認できた約４３０台と貯蔵品の約２３０台については、全てＪＩＳ規格を満足

していることを確認しました。 

なお、元データの保有期限が過ぎていた優先度Ａの約１００台については、Ｊ

ＩＳ規格を満足しているかどうかを確認することが出来ませんでしたが、前述の

通り機器に組み込まれた時点で実施する各種試験により健全性が確認されている

こと、機器の調達段階・据付段階・維持段階における動作試験や点検・定期的な

取替え等により健全性を確認しており、機器機能に問題はないと評価しました。 
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（３）新規制基準対応で新規に設置した設備への使用状況（別紙９、１０参照） 

新規制基準対応で新たに設置した設備のうち油、空気、水等の貯蔵、輸送を

行うためシール材を用いている可能性がある設備を対象にシール材の有無、製

造者の調査を行いました。 

 

＜機器の気密端子箱＞ 

ＥＰゴム７０（EPDM-70）が使用されている機器として、格納容器内に新規に

設置した機器の気密端子箱があります。この製品は、一部で三菱電線基準（ＭＩ

Ｌ規格に基づき設定）を逸脱した「引張応力（100％伸びの時）」データの書き

換えが行われていた製品である可能性があります。しかし、当該製品に対する品

質要求は「ＪＩＳ規格を満足すること」であり、全ての製品でＪＩＳ規格の要求

値は満足していた製品であることから、機器機能に影響しないことを確認しまし

た。 

また、当該機器は重大事故等時を考慮した運転条件で検証試験を実施してお

り、十分裕度を有した設計としています。 

 

＜車両（トラック）の燃料系統のシール材＞ 

燃料用ニトリルゴム（NBR-70-2）が使用されている可能性が否定できない機器

として、一般流通品のシールを使用しており、製造者を特定することが不可能で

あるが、車両（トラック）の燃料系統のシール材があります。この製品は、一部

でＪＩＳ規格の「圧縮永久ひずみ」についてデータの書き換えが行われていた可

能性があります。 

しかし、日常点検で油漏れ等がないことを確認し、車両の健全性を確認してい

ることから機器機能に問題はないと評価しました。 

 

したがって、現在実施中の大飯発電所３、４号機の適合性確認検査への影響は

ないと評価しました。 

 

なお、大飯発電所３、４号機に納入実績のあるプラントメーカ及び主要協力会社

に対し、三菱電線および三菱伸銅の不適切行為のあった製品が、当社へ納入されて

いるかの聞き取りを行っており、現時点で、当社へ不適切行為のあった製品の納入

はないと確認しています。 

 

５．今後の対応について 

前述のとおり、三菱マテリアル株式会社の子会社の不適切行為については、当社

原子力発電所の安全性に影響を与えるものではありませんが、原子力発電所の安全

性を確保するために必要な弁の電磁弁シール材について、当社の品質要求であるＪ

ＩＳ規格を満足していることが確認できない製品については、念のためすみやかに

ＪＩＳ規格を満足することが確認できた電磁弁に取替えを実施して参ります。 

以 上 
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対
し、

最
小

15
4%

を
17

0%
以

上
に

書
換

。

規
格

値
に

対
し、

最
小

-1
6.

8%
ま

で
を

ｰ1
0％

以
上

に
書

換
（

20
12

年
以

後
）

他
顧

客
向

 
社

内
管

理
値

（
3.

1~
5.

1M
Pa

）
に

対
し、

5.
5M

Pa
を

5.
1M

Pa
以

下
に

書
換

（
JI

S要
求

な
し）

規
格

値
に

対
し、

最
大

43
.7

%
を

25
％

以
下

に
書

換

他
顧

客
向

 
社

内
管

理
値

（
10

.8
~

16
.2

M
Pa

）
に

対
し、

最
大

18
.6

M
Pa

を
16

.2
M

Pa
以

下
に

書
換

（
JI

S規
格

値
の

逸
脱

な
し）

他
顧

客
向

け
 

社
内

管
理

値
（

12
0~

15
3%

）
に

対
し、

最
小

10
8%

を
12

0%
以

上
に

書
換

、最
大

15
4%

を
15

3％
以

下
に

書
換

（
JI

S規
定

値
の

逸
脱

な
し）

別
紙

1-
2
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分
類

製
品

名
供

給
元

健
全

性
確

認
方

法
 

20
16

/3
20

16
/4

 
20

17
/3

20
17

/4
 

原
⼦

⼒
 

 
 

 
ケ

ー
ブ

ル
・電

線
三

菱
電

線
(熊

⾕
)

ﾌｼ
ﾞｸ

ﾗﾀ
ﾞｲ

ﾔｹ
ｰﾌ

ﾞﾙ
(熊

⾕
)

ﾌｼ
ﾞｸ

ﾗﾀ
ﾞｲ

ﾔｹ
ｰﾌ

ﾞﾙ
(熊

⾕
)

フジ
クラ

ダイ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

に
て

品
質

点
検

を
実

施
し

問
題

な
い

こと
を

確
認

・
報

告
受

領
済

ダイ
トロ

ン、
七

星
科

学
に

て
品

質
点

検
を

実
施

し
問

題
な

い
こと

を
確

認
・

報
告

受
領

済

当
社

へ
の

供
給

実
績

な
し

⼀
般

ケ
ー

ブ
ル

防
火

製
品

防
火

パ
テ

三
菱

電
線

(尼
崎

)
ﾌｼ

ﾞｸ
ﾗﾀ

ﾞｲ
ﾔｹ

ｰﾌ
ﾞﾙ

(尼
崎

)
原

⼦
⼒

機
器

ケ
ー

ブ
ル

接
続

材

三
菱

電
機

ダイ
トロ

ン

七
星

科
学

日
⽴

ﾊﾟ
ﾜｰ

ﾃﾞ
ﾊﾞ

ｲｽ

ベ
ンリ

工
業

シ
ー

ル
材

（
ゴ

ム
製

品
）

Ｏ
リン

グ
材

等
三

菱
電

線
(箕

島
)

三
菱

電
線

(箕
島

)
三

菱
電

線
(箕

島
)

三
菱

電
線

供
給

製
品

三
菱

電
線

製
 

不
適

切
⾏

為
 

 
  

製
品

 
 箕

島
製

作
所

 
製

品
 

 
 

 
  

 

別
紙

２
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安
全

上
重

要
な

部
位

に
対

す
る

調
査

結
果

お
よ

び
状

況

主
要

設
備

使
⽤

有
無

（
○

：
有

、×
：

無
）

大
飯

３
、４

号
機

原
⼦

炉
格

納
容

器
バ

ウン
ダリ

原
⼦

炉
格

納
容

器
×

貫
通

部
（

主
蒸

気
／

主
給

水
管

）
×

貫
通

部
（

上
記

以
外

）
○

電
気

ペ
ネ

トレ
ー

シ
ョン

（
モ

ジ
ュラ

ー
型

）
の

シ
ー

ル
材

に
、Ｅ

Ｐ
ゴ

ム
（

EP
DM

-7
0）

が
使

⽤
され

て
い

る
が

、J
IS

規
格

逸
脱

が
な

く、
機

器
機

能
に

影
響

な
し。

原
⼦

炉
冷

却
材

圧
⼒

バ
ウン

ダリ

原
⼦

炉
容

器
×

加
圧

器
×

蒸
気

発
生

器
×

１
次

冷
却

材
 

 
 

×

１
次

冷
却

材
管

×

高
圧

／
低

圧
／

蓄
圧

注
⼊

配
管

×

安
全

上
重

要
 

部
位

 
 

 
 

調
査

 
⾏

  
結

果
 下

表
 

  
 三

菱
電

線
 

製
造

  
 

部
材

 
 

 
 

 
JI

S規
格

 
 逸

脱
  

不
適

切
⾏

為
 

 
  

製
品

 
納

品
  

 
 

 
 

  
 

確
認

  
 

 
 

別
紙

３
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電
気

ペ
ネ

トレ
ー

シ
ョン

（
モ

ジ
ュラ

ー
型

）

：
Ｅ

Ｐ
ゴ

ム
（

Ｅ
Ｐ

Ｄ
Ｍ

－
７

０
）

使
⽤

箇
所

電
気

ケ
ー

ブ
ル

の
格

納
容

器
の

貫
通

部
で

使
⽤

され
、原

⼦
炉

格
納

容
器

バ
ウン

ダリ
とな

る
。

（
例

）

プ
ラン

ト
使

⽤
貫

通
部

数
主

な
使

⽤
⽤

途
設

計
要

求
仕

様
の

妥
当

性
評

価

大
飯

３
号

機
41

箇
所

１
次

冷
却

材
 

  
⽤

 
 

  
加

圧
器

ヒー
タ⽤

ケ
ー

ブル
イグ

ナ
イタ

⽤
ケ

ー
ブル

他

電
気

ペ
ネ

に
組

み
込

ん
だ

状
態

で
想

定
され

る
使

⽤
条

件
下

に
て

、格
納

容
器

外
部

へ
放

射
性

物
質

の
漏

 
 

 
防

止
 

 
 

  
 

・J
IS

規
格

品
か

らO
リン

グ
を選

定
し、

選
定

した
O

リン
グ

を単
体

で
想

定
され

る
使

⽤
条

件
を

模
擬

した
検

証
試

験
（

※
1）

に
お

い
て

、格
納

容
器

外
部

へ
の

漏
 

 
 

防
止

 
  

  
 確

認
  

 
 

 
・実

機
製

造
時

は
検

証
試

験
時

と同
仕

様
品

を使
⽤

して
お

り、
耐

圧
試

験
（

最
高

使
⽤

圧
⼒

以
上

）
 

 
漏

 
 

 
 

 
  

 確
認

  
 

 
 

 
 

同
等

の
シ

ー
ル

機
能

を有
して

い
る

。

・E
Pゴ

ム
（

EP
DM

-7
0)

は
、J

IS
規

格
逸

脱
は

な
い

。
  

  
 三

菱
電

線
 

JI
S規

格
に

基
づ

く
EP

ゴ
ム

（
EP

DM
-7

0)
O

リン
グ

は
、

機
器

機
能

に
影

響
は

な
い

。
大

飯
４

号
機

41
箇

所

保
全

方
法

保
全

内
容

周
期

原
⼦

炉
格

納
容

器
局

部
漏

 
 

率
検

査
※

2
毎

定
検

原
⼦

炉
格

納
容

器
全

体
漏

 
 

率
検

査
※

3
３

Ｆ
※

３
：

格
納

容
器

全
体

 加
圧

  
漏

 
 

率
 確

認

※
２

：
格

納
容

器
貫

通
部

 個
別

 
加

圧
  

漏
 

 
率

 確
認

O
ﾘﾝ

ｸﾞ

約
10

cm

EP
ゴ

ム
（

EP
D

M
－

70
）

下
記

実
施

時
以

外
の

定
検

時

※
1：

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

使
用

さ
れ

る
条

件
（
最

高
圧

力
約

0.
43

M
Pa
[g
ag
e]
,最

高
温

度
約

14
4℃

,放
射

線
量
0.
5M

Gy
）
を
包

絡
す
る
蒸

気
暴

露
条

件
お
よ
び
積

算
線

量
で
試

験
を
実

施
。別
紙

４

41



項
目

使
⽤

機
器

・部
位

三
菱

電
線

製
 

 
 

材
評

価

主 要 ポ ン プ

高
圧

注
⼊

ポ
ンプ

本
体

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
９

０
）

（
個

別
要

求
：

JI
S要

求
＋

寸
法

）
JI

S規
格

値
、寸

法
の

逸
脱

は
な

い
。

（
別

紙
６

参
照

）

メカ
ニカ

ル
シ

ー
ル

（
Ａ

社
）

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
７

０
）

JI
S規

格
値

の
要

求
に

合
致

す
る

こと
を

元
デ

ー
タで

確
認

済
み

。
（

別
紙

７
参

照
）

充
て

ん
ポ

ンプ
本

体
フッ

素
ゴ

ム
（

Ｆ
Ｋ

Ｍ
－

９
０

）
（

個
別

要
求

：
JI

S要
求

＋
寸

法
）

JI
S規

格
値

、寸
法

の
逸

脱
は

な
い

。
（

別
紙

６
参

照
）

メカ
ニカ

ル
シ

ー
ル

（
Ａ

社
）

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
７

０
）

JI
S規

格
値

の
要

求
に

合
致

す
る

こと
を

元
デ

ー
タで

確
認

済
み

。
（

別
紙

７
参

照
）

余
熱

除
去

ポ
ンプ

メカ
ニカ

ル
シ

ー
ル

（
Ａ

社
）

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
７

０
）

格
納

容
器

ス
プ

レ
イポ

ンプ
メカ

ニカ
ル

シ
ー

ル
（

Ａ
社

）
フッ

素
ゴ

ム
（

Ｆ
Ｋ

Ｍ
－

７
０

）

そ の 他
空

気
作

動
弁

⽤
の

電
磁

弁
（

Ｂ
社

）

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
７

０
）

大
飯

3、
4号

機
優

先
度

S・
Aに

つ
い

て
、Ｊ

Ｉ
Ｓ

規
格

を
満

足
す

る
こと

を
確

認
済

。
但

し大
飯

3、
4号

機
 

優
先

度
Ａ

 
調

査
 

確
認

 
 

 
 

か
った

約
10

0台
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
規

格
を満

足
す

る
製

品
に

取
替

。
（

別
紙

８
－

１
、別

紙
８

－
３

参
照

）

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
９

０
）

JI
S規

格
値

の
逸

脱
は

な
い

。
（

別
紙

８
－

１
参

照
）

その
他

部
位

に
対

す
る

調
査

結
果

お
よ

び
状

況
別

紙
5-

1

42



元
デ

ー
タと

発
電

所
に

納
品

され
た

製
品

との
照

合
【元

デ
ー

タと
発

電
所

に
納

品
され

た
製

品
との

照
合

】
三

菱
電

線
 

 
現

存
  

 
 

元
 

 
  

発
電

所
 

納
品

  
 

製
品

  
照

合
 

実
施

  
Ｊ

Ｉ
Ｓ

規
格

の
要

求
を

満
足

して
い

る
こと

を
確

認
した

。 イメ
ー

ジ
図

Ｊ
Ｉ

Ｓ
規

格
値

引
張

伸
び

硬
さ等

元
デ

ー
タ

引
張

伸
び

硬
さ等

三
菱

電
線

製
造

工
場

電
⼒

事
業

者
（

当
社

）

シ
ー

ル
メー

カ
A社

電
磁

弁
メー

カ
Ｂ

社

発
電

所
設

備
で

使
⽤

され
て

い
る

製
品

製
品

（
メカ

ニカ
ル

シ
ー

ル
・電

磁
弁

）
に

使
⽤

され
て

い
る

O
リン

グ
の

特
定

Ｊ
Ｉ

Ｓ
規

格
要

求
を

満
足

して
い

る
こと

を確
認

製
品

製
造

番
号

注
文

番
号

ロ
ッ
ト
番

号

製
品

製
造

番
号

注
文

番
号

別
紙

5-
2

43



ポ
ンプ

本
体

シ
ー

ル

：
フッ

素
ゴ

ム
（

FK
M

－
90

）
（

内
部

ケ
ー

シ
ング

⽤
）

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
90

）

メカ
ニカ

ル
シ

ー
ル

メカ
ニカ

ル
シ

ー
ル

ポ
ンプ

本
体

主
要

ポ
ンプ

設
計

要
求

仕
様

の
妥

当
性

評
価

高
圧

注
⼊

ポ
ンプ

本
体

シ
ー

ル

ポ
ンプ

本
体

に
組

み
込

ん
だ

状
態

で
想

定
され

る
使

⽤
条

件
下

に
て

機
能

維
持

す
る

こと
。

想
定

され
る

使
⽤

条
件

を
満

足
す

る
O

リン
グ

を
JI

S
B 

24
01

規
格

品
（

材
料

 硬
  

寸
法

）
 

 選
定

 
（

JI
S規

定
以

外
の

寸
法

を選
定

す
る

場
合

は
個

別
指

定
）

実
機

製
造

時
に

、選
定

した
O

リン
グ

を
組

み
込

ん
だ

状
態

で
、事

故
時

を
想

定
した

運
転

条
件

に
て

検
証

試
験

を実
施

し、
設

計
の

妥
当

性
を確

認
して

い
る

。⼀
部

ポ
ンプ

で
、重

大
事

故
時

の
水

温
が

検
証

試
験

の
水

温
を

上
回

る
も

の
の

、使
⽤

す
る

O
リン

グ
（

FK
M

) 
温

度
上

限
25

0℃
以

下
で

あ
る

こと
か

ら、
問

題
な

い
と評

価
で

きる
。

交
換

時
は

検
証

試
験

時
と同

仕
様

品
を

使
⽤

して
お

り，
同

等
の

シ
ー

ル
機

能
を

有
して

い
る

と評
価

で
き

る
。

ポ
ンプ

本
体

に
使

⽤
され

る
フッ

素
ゴ

ム
（

FK
M

-9
0）

は
、J

IS
規

格
逸

脱
は

な
い

。

 
  

 三
菱

電
線

 
JI

S規
格

に
基

づ
くフ

ッ素
ゴ

ム
（

FK
M

-9
0）

は
、機

器
機

能
に

影
響

は
な

い
。

充
て

ん
ポ

ンプ

本
体

シ
ー

ル

別
紙

６
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メカ
ニカ

ル
シ

ー
ル

製
造

会
社

FK
M

－
70

使
⽤

状
況

Ａ
社

製
A部

（
シ

ー
ル

リン
グ

の
ス

ラス
ト方

向
摺

動
⽤

Ｏ
リン

グ
）

の
み

三
菱

電
線

製
 

使
⽤

  
 

他
 

他
社

製
品

 
使

⽤
 

ポ
ンプ

メカ
ニカ

ル
シ

ー
ル

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
70

）
メカ

ニカ
ル

シ
ー

ル

主
要

ポ
ンプ

設
計

要
求

仕
様

の
妥

当
性

評
価

高
圧

注
⼊

ポ
ンプ

充
て

ん
ポ

ンプ
余

熱
除

去
ポ

ンプ
格

納
容

器
ス

プ
レ

イポ
ンプ

メカ
ニカ

ル
シ

ー
ル

・メ
カニ

カル
シ

ー
ル

に
組

み
込

ん
だ

状
態

で
想

定
され

る
使

⽤
条

件
下

に
て

機
能

維
持

す
る

こと
。

・想
定

され
る

使
⽤

条
件

を満
足

す
る

O
リン

グ
を

JI
S

B 
24

01
規

格
品

（
材

料
 硬

  
寸

法
）

 
 選

定
 (

JI
S規

定
以

外
の

寸
法

を
選

定
す

る
場

合
は

個
別

指
定

)
・実

機
製

造
時

に
、選

定
した

O
リン

グ
を

組
み

込
ん

だ
状

態
で

、事
故

時
を

想
定

した
運

転
条

件
に

て
検

証
試

験
を

実
施

し、
設

計
の

妥
当

性
を

確
認

して
い

る
。⼀

部
ポ

ンプ
で

、重
大

事
故

時
の

水
温

が
検

証
試

験
の

水
温

を
上

回
る

も
の

の
、使

⽤
す

る
O

リン
グ

（
FK

M
) 

温
度

上
限

25
0℃

以
下

で
あ

る
こと

か
ら、

問
題

な
い

と評
価

で
き

る
。

・メ
カニ

カル
シ

ー
ル

交
換

時
に

も
、検

証
試

験
時

と同
仕

様
品

を
使

⽤
して

お
り、

同
等

の
シ

ー
ル

機
能

を
有

して
い

る
と評

価
で

き
る

。

・メ
カニ

カル
シ

ー
ル

に
使

⽤
され

る
フッ

素
ゴ

ム
（

FK
M

-7
0）

は
、⼀

部
製

品
で

硬
さ、

又
は

引
張

強
さ、

伸
び

で
デ

ー
タ書

換
が

認
 

  
 

 
 使

⽤
  

 
圧

⼒
 

1.
5倍

以
上

で
単

体
試

験
を

実
施

し、
シ

ー
ル

機
能

を
確

認
して

い
る

｡
 三

菱
電

線
 

保
有

  
 

 
元

 
 

  
発

電
所

に
納

品
され

た
製

品
との

照
合

を
実

施
し、

JI
S規

格
値

に
合

致
す

る
こと

を
確

認
済

み

：
フッ

素
ゴ

ム
（

FK
M

－
70

）
（

Ｏ
リン

グ
）

グ
ラン

ドパ
ッキ

ン

シ
ー

ル
リン

グ
（

固
定

環
）

ス
プ

リン
グ

フラ
ッシ

ン
グ

水

冷
却

水
ドレ

ン
（

検
知

⽤
）

ポ
ンプ

側
大

気
側

メイ
テ

ィグ
リン

グ
（

回
転

環
）

パ
ー

シ
ャル

イン
ペ

ラ

主
軸 Ａ
部

別
紙
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電
磁

弁

駆
動

⽤
空

気

排
気

格
納

容
器

隔
離

弁
 

 駆
動

⽤
空

気
 

漏
 

 
等

に
よ

り弁
は

安
全

側
に

動
作

（
閉

止
）

す
る

。電
源

供
給

電
磁

弁

フッ
素

ゴ
ム

の
使

⽤
⽤

途
①

電
気

部
品

へ
の

湿
気

混
⼊

防
止

の
た

め
の

Ｏ
リン

グ
②

供
給

空
気

の
漏

 
 

防
止

 
 

 
 

 
Ｏ

  
 

③
空

気
供

給
先

 
切

 替
 

 
 

 
 

 
 

 部

電
磁

弁
の

使
⽤

⽤
途

：
空

気
式

作
動

弁
の

駆
動

⽤
空

気
の

供
給

先
を切

 替
 

 弁
の

開
閉

を
制

御
す

る
た

め
に

使
⽤

電
磁

弁

弁
駆

動
部

供
給

先
供

給
⼝

：
フッ

素
ゴ

ム
使

⽤
箇

所
：

給
気

 
流

 
：

排
気

 
流

 

：
駆

動
⽤

コイ
ル

：
駆

動
部電

源
供

給

①
①

①
①

②
②

②
②

③ ③

三
菱

電
線

製
ゴ

ム
設

計
要

求
仕

様
の

妥
当

性
評

価

フッ
素

ゴ
ム

・F
KM

－
70

・F
KM

－
90

電
磁

弁
に

組
み

込
ん

だ
状

態
で

想
定

され
る

使
⽤

条
件

下
に

て
、

電
磁

弁
が

機
能

維
持

す
る

こと
。

•
JI

S規
格

品
の

O
リン

グ
を

選
定

し、
O

リン
グ

を
電

磁
弁

に
組

み
込

ん
だ

状
態

で
、電

磁
弁

が
機

能
維

持
で

き
る

こと
を

確
認

して
い

る
。

•
実

機
製

造
時

も
同

仕
様

品
を

使
⽤

して
お

り、
同

等
の

シ
ー

ル
機

能
を

有
して

い
る

と評
価

で
き

る
。

•
フッ

素
ゴ

ム
（

Ｆ
Ｋ

Ｍ
－

90
）

に
つ

い
て

は
、J

IS
規

格
逸

脱
は

確
認

され
て

い
な

い
た

め
、使

⽤
可

能
な

も
の

と判
断

す
る

。
•

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
70

）
に

つ
い

て
は

、⼀
部

製
品

で
硬

さ、
引

張
強

さ、
伸

び
で

デ
ー

タ
書

換
 

 
認

 
  

 
 

 使
⽤

圧
⼒

 
１

．
５

倍
 

耐
圧

試
験

 
実

施
  

漏
 

 
 

無
 

  
を

確
認

して
い

る
こと

か
ら、

使
⽤

可
能

な
も

の
と判

断
す

る
。

•
万

⼀
  

 素
 

 
 

漏
洩

 
発

生
  

場
合

 
 空

気
作

動
弁

 
安

全
側

 
動

作
（

  
 

 
セ

ー
フ）

し、
安

全
機

能
に

問
題

な
し。

•
 

 
 大

飯
３

 ４
号

機
優

先
度

S・
Aに

つ
い

て
、Ｊ

Ｉ
Ｓ

規
格

を
満

足
す

る
こと

を
確

認
済

。
但

 大
飯

３
 ４

号
機

 
優

先
度

Ａ
 

調
査

 
確

認
 

 
 

 
 

  
約

10
0台

は
Ｊ

Ｉ
Ｓ

規
格

を
満

足
す

る
製

品
に

取
替

。
•

電
磁

弁
は

定
期

的
に

点
検

お
よ

び
取

替
え

を
実

施
して

お
り、

健
全

性
を

確
認

して
い

る
。

•
以

上
の

こと
か

ら、
電

磁
弁

の
使

⽤
に

は
問

題
な

い
と判

断
す

る
。

約
10

 
15

cm

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
70

）

フッ
素

ゴ
ム

（
Ｆ

Ｋ
Ｍ

－
90

）

別
紙

8-
1
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機
器

調
達

段
階

据
付

段
階

維
持

段
階

電
磁

弁
単

体
弁

系
統

全
体

弁
系

統
全

体

電
磁

弁

■
電

磁
弁

単
体

健
全

性
確

認

•
耐

圧
漏

 
 

試
験

 
 

  
漏

 
 

の
無

い
こと

を
確

認
。

•
開

閉
試

験
に

よ
り電

磁
弁

単
体

の
健

全
性

を
確

認
。

■
設

備
全

体
とし

て
健

全
性

確
認

•
据

付
後

 
漏

 
 

確
認

 
実

施
 

電
磁

弁
 

異
常

 
無

 
  

 
確

認
。

•
開

閉
試

験
に

よ
り空

気
作

動
弁

を
含

む
弁

系
統

全
体

の
健

全
性

を
確

認
。

■
設

備
全

体
とし

て
健

全
性

確
認

•
定

期
検

査
毎

 
漏

 
 

確
認

 
実

施
  

電
磁

弁
 

異
常

 
無

 
こと

を
確

認
。

•
定

期
検

査
毎

に
開

閉
試

験
を

実
施

し、
弁

系
統

全
体

の
健

全
性

を
確

認
。

•
定

期
的

に
電

磁
弁

取
替

え
を

⾏
 

 予
防

保
全

 
⾏

  
 

 
 

電
磁

弁
は

、組
み

込
ま

れ
た

状
態

で
、各

種
試

験
、点

検
を

各
段

階
で

実
施

し、
健

全
性

を
確

認
し

て
お

り、
現

時
点

で
も

健
全

と判
断

さ
れ

る
。

電
磁

弁
の

健
全

性
に

つ
い

て

保
全

内
容

周
期

※

空
気

漏
 

点
検

1F
駆

動
コイ

ル
の

抵
抗

、絶
縁

抵
抗

測
定

1F
開

閉
試

験
1F

電
磁

弁
の

取
替

え
10

F
※

Ｃ
Ｖ

隔
離

弁
 

場
合

 
⼀

例

空
気

式
作

動
弁

の
電

磁
弁

の
保

全

別
紙

8-
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電
磁

弁
は

、シ
ー

ル
材

を
組

み
込

ん
だ

状
態

で
、調

達
／

据
付

／
維

持
の

各
段

階
で

、健
全

性
を

確
認

して
お

り、
現

時
点

で
も

健
全

と判
断

され
る

。ま
た

、電
磁

弁
の

定
期

取
替

は
、ゴ

ム
の

材
質

別
に

、３
Ｆ

（
Ｅ

Ｐ
ゴ

ム
）

、
１

０
Ｆ

（
フッ

素
ゴ

ム
）

で
取

替
え

を
実

施
  

 
 

 
 不

適
切

品
 

組
 

込
 

 
 

 
 

  
 

判
明

  
場

合
 

 
以

下
の

とお
り、

設
備

重
要

度
に

応
じて

、取
り替

え
て

い
く計

画
で

あ
る

。

不
適

切
品

が
含

ま
れ

て
い

る
可

能
性

の
あ

る
電

磁
弁

の
取

替
計

画
に

つ
い

て

三
菱

電
線

製
（

指
定

品
）

の
不

適
切

品
 

含
ま

れ
て

い
る

可
能

性
の

あ
る

電
磁

弁
数

※
3 （
台

）

Ｙ
Ｅ
Ｓ

Ｙ
Ｅ

Ｓ

Ｎ
Ｏ

三
菱

電
線

製
（

指
定

品
）

の
不

適
切

品
が

含
ま

れ
て

い
る

可
能

性
の

あ
る

電
磁

弁

大
飯

３
、４

号
機

は
す

み
や

か
に

取
替

え

Ｎ
Ｏ

Ｙ
Ｅ

Ｓ 優
先

度
Ｓ

Ｙ
Ｅ

Ｓ
Ｎ

Ｏ

事
故

時
開

閉
機

能
要

求
の

あ
る

弁
（

加
圧

器
逃

し
弁

）
の

電
磁

弁
か

。 Ｙ
Ｅ

Ｓ

元
デ

ー
タと

照
合

して
Ｊ

Ｉ
Ｓ

要
求

を
満

た
して

い
る

か
。

設
備

重
要

度
高

※
1

の
設

備
で

あ
る

か
。

優
先

度
Ｂ

対
象

な
し

元
デ

ー
タと

照
合

して
Ｊ

Ｉ
Ｓ

要
求

を
満

た
して

い
る

か
。

Ｎ
Ｏ

※
2

優
先

度
Ａ

取
替

時
期

：

別
紙

8-
3

大
飯

３
号

機
大

飯
４

号
機

共
⽤

優
先

度
Ｓ

※
2

２
２

ー

優
先

度
Ａ

※
2

約
２

５
０

約
２

７
０

約
１

０

優
先

度
Ｂ

約
１

７
０

約
１

６
０

約
３

６
０

計
約

４
２

０
約

４
３

０
約

３
７

０

※
1:

発
電

⽤
軽

水
型

原
⼦

炉
施

設
 

安
全

機
能

 
重

要
度

分
類

 
関

す
る

審
査

指
針

に
お

け
る

「ク
ラス

1、
2設

備
」及

び
「ク

ラス
3・

その
他

設
備

の
うち

、そ
の

故
障

が
プ

ラン
ト稼

動
に

ほ
とん

ど影
響

を
及

ぼ
さな

い
設

備
を

除
い

た
設

備
」

※
2:

Ｊ
Ｉ

Ｓ
規

格
を

満
足

す
る

こと
を

確
認

済
。但

し大
飯

３
、４

号
機

 
優

先
度

Ａ
 

調
査

 
確

認
 

 
 

 
 

  
約

10
0台

は
Ｊ

Ｉ
Ｓ

規
格

を
満

足
す

る
製

品
に

取
替

※
3:

本
資

料
 

台
数

 
 不

適
切

品
 

含
 

 
 

 
 

可
能

性
 

あ
る

全
て

の
電

磁
弁

で
あ

り、
元

デ
ー

タと
の

照
合

を
した

結
果

、
不

適
切

品
 

  
判

明
  

場
合

 
 現

⾏
 

点
検

計
画

 
基

づ
き

取
替

え
を

実
施

す
る

。
※

4:
優

先
度

Ｂ
 

 
 

 
 

供
⽤

期
間

 
⻑

 
電

磁
弁

 
次

回
定

検
以

降
速

 
 

 
取

替
え

現
⾏

 
点

検
計

画
 

基
づ

き
取

替
え

※
4
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ユ
ニ

ット
調

査
台

数

調
査

結
果

JI
S規

格
を

満
足

す
る

製
品

確
認

不
可

 
製

品
（

元
デ

ー
タ保

有
期

限
外

）
↓ 取
替

３
号

（
共

⽤
含

む
）

約
２

７
０

台
約

２
２

０
台

約
５

０
台

４
号

約
２

７
０

台
約

２
２

０
台

約
５

０
台

貯
蔵

品
（

他
プ

ラン
ト⽤

含
む

）
約

２
３

０
台

約
２

３
０

台
な

し

合
計

約
７

７
０

台
約

６
７

０
台

約
１

０
０

台

電
磁

弁
調

査
結

果
お

よ
び

対
応

○
大

飯
３

 ４
号

機
 

優
先

度
Ｓ

 Ａ
 

 
 

 予
備

 
保

有
  

 
 

貯
蔵

品
 

電
磁

弁
約

７
７

０
台

 
調

査
した

結
果

、Ｏ
リン

グ
の

製
造

時
の

記
録

を
確

認
す

る
こと

が
で

き
た

製
品

に
つ

い
て

は
、全

て
Ｊ

Ｉ
Ｓ

規
格

を
満

足
して

い
ま

した
。

○
 

 
  

製
造

 
 １

０
年

 
超

 
 

電
磁

弁
 

 
 

 
 

 Ｏ
  

 
 

製
造

時
 

記
録

 
確

認
 

 
  

 
で

き
ま

せ
ん

で
した

。

別
紙

8-
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新
規

制
基

準
対

応
設

備
の

調
査

結
果

お
よ

び
状

況

項
目

使
⽤

機
器

・部
位

三
菱

電
線

製
シ

ー
ル

材
設

計
要

求
仕

様
の

妥
当

性
評

価

格
納

容
器

内

気
密

端
⼦

箱
・水

素
燃

焼
装

置
（

イグ
ナ

イタ
）

・原
⼦

炉
水

位
計

⽤
・下

部
キ

ャビ
テ

ィ水
位

計
⽤

Ｅ
Ｐ

ゴ
ム

（
Ｅ

Ｐ
Ｄ

Ｍ
－

７
０

）

気
密

端
⼦

箱
に

組
み

込
ん

だ
状

態
で

想
定

され
る

使
⽤

条
件

下
に

て
、気

密
端

⼦
箱

内
部

へ
の

蒸
気

の
侵

⼊
を

防
止

で
き

る
こと

。

・J
IS

規
格

品
の

O
リン

グ
を

選
定

し，
O

リン
グ

を
気

密
端

⼦
箱

に
組

み
込

ん
だ

状
態

で
想

定
され

る
使

⽤
条

件
を

模
擬

した
検

証
試

験
（

※
）

に
お

い
て

，
気

密
端

⼦
箱

内
部

へ
の

蒸
気

の
侵

⼊
を

防
止

で
き

る
こと

を
確

認
して

い
る

。
・実

機
製

造
時

や
O

リン
グ

交
換

時
に

も
，

検
証

試
験

時
と同

仕
様

品
を

使
⽤

して
お

り，
同

等
の

シ
ー

ル
機

能
を

有
して

い
る

。

・E
Pゴ

ム
は

、J
IS

規
格

逸
脱

は
な

い
。

  
  

 三
菱

電
線

 
JI

S規
格

に
基

づ
くE

Pゴ
ム

（
EP

D
M

ー
70

)
O

リン
グ

は
、機

器
機

能
に

影
響

は
な

い
。

電
気

ケ
ー

ブ
ル

を
端

⼦
台

で
接

続
す

る
際

に
接

続
箇

所
の

気
密

性
を

維
持

す
る

た
め

に
設

置
す

る
。

：Ｅ
Ｐ
ゴ
ム
使
用
箇
所

プ
ラン

ト
使

⽤
箇

所
適

⽤
設

備
台

数

大
飯

３
号

機
２

１
箇

所

原
⼦

炉
水

位
計

３
台

原
⼦

炉
格

納
容

器
水

素
燃

焼
装

置
１

４
台

原
⼦

炉
格

納
容

器
水

位
計

２
台

原
⼦

炉
下

部
キ

ャビ
テ

ィ水
位

計
２

台

大
飯

４
号

機
２

１
箇

所

原
⼦

炉
水

位
計

３
台

原
⼦

炉
格

納
容

器
水

素
燃

焼
装

置
１

４
台

原
⼦

炉
格

納
容

器
水

位
計

２
台

原
⼦

炉
下

部
キ

ャビ
テ

ィ水
位

計
２

台

気
密

端
子

箱
イ
グ
ナ
イ
タ

格
納

容
器

貫
通

部

格
納

容
器

内
格

納
容

器
外

電
力
ケ
ー
ブ
ル

Ｅ
Ｐ
ゴ
ム
使
用
箇
所

約
15

cm

新
規

制
基

準
対

応
設

備
 

調
査

  
結

果
 三

菱
電

線
 

 
 

 
材

 
使

⽤
  

 
 

  
 

特
定

 
  

 
 

 
 原

⼦
炉

格
納

容
器

内
 

使
⽤

  
 

 
気

密
端

⼦
箱

の
み

で
あ

る
。

※
：

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

使
⽤

  
 

条
件

（
最

高
圧

⼒
約

0.
43

M
Pa

[g
ag

e]
,最

高
温

度
約

14
4℃

,放
射

線
量

0.
5M

Gy
）

 
包

絡
 

 
蒸

気
暴

露
条

件
お

よ
び

積
算

線
量

 
試

験
 

実
施

。

EP
ゴ

ム
（

EP
D

M
－

70
）
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⾞
両

（
  

  
）

⾞
両

（
  

  
）

 
 

 以
下

 
部

位
 

 
 

 
材

 
使

⽤
  

 
 

 
 

⼀
般

流
通

品
 

 
 

 
 

  
 

  
特

定
 

⾄
  

 
 

 
 （

困
難

）
•

燃
料

系
統

の
パ

ッキ
ン

：
燃

料
⽤

  
  

 
 

Ｎ
Ｂ

Ｒ
－

７
０

－
２

 
使

⽤
 

【評
価

】
•

万
⼀

 漏
 

 
 

発
生

  
場

合
 

 
 予

備
機

 
 

 
 

  
 

  
 

可
能

 
 

 
 

•
各

種
⾞

両
（

  
  

）
 

 
 

 
 

 日
常

点
検

 
 

 
 

 油
漏

 
等

 
 

  
 

点
検

  
 

  
⾞

両
 

健
全

性
 

問
題

 
 

 

燃
料

⽤
 

  
 

 
 

（
Ｎ

Ｂ
Ｒ

－
７

０
－

２
）

（
⼀

般
的

に
⽤

い
られ

る
。Ｏ

リン
グ

メー
カ特

定
で

き
ず

。）
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